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建設水道委員会記録 
 

○開催日時 

平成２６年１２月１２日 午前１０時１分～午後３時４７分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 
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   委 員 長  宮 里 兼 実 

   副委員長  下 園 政 喜 

   委  員  川 畑 善 照 

委  員  大田黒   博 

委  員  新 原 春 二 

委  員  谷 津 由 尚 

───────────────────────────────────────── 

○その他議員 

   議  員  持 原 秀 行 

  

議  員  森 満   晃 

   議  員  成 川 幸太郎 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   建 設 部 長  泊   正 人 

   建 設 政 策 課 長  須 田 徳 二 

   建 設 整 備 課 長  四 元 新 一 

   建 設 維 持 課 長  永 田 一 朗 

   都 市 計 画 課 長  山 村 昭一郎 

   区 画 整 理 課 長  川 畑   稔 

     入来区画整理推進室長  堀ノ内 美 年 

    主幹兼温泉場地区グループ長  市 川 鉄 哉 

建 築 住 宅 課 長  今 井 裕 介 

専 門 職  福 島 和 朗 

用 地 課 長  植 村   豊 

 ────────────────── 

水 道 局 長  落 合 正 浩 

水 道 管 理 課 長  元 石 功 一 

上 水 道 課 長  福 山 清 和 

下 水 道 課 長  徳 重 勝 美    

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   事 務 局 長  田 上 正 洋 

   課 長 代 理  南   輝 雄 

主 幹  久 米 道 秋 

───────────────────────────────────────── 
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○審査事件等 

審 査 事 件 等 所 管 課 

議案第１４５号 薩摩川内市公衆浴場施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１５８号 平成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 

議案第１５９号 平成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算  

議案第１７０号 平成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 

議案第１７１号 平成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

水 道 管 理 課 

上 水 道 課 

議案第１６０号 平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 

議案第１６１号 平成２６年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計補正予算 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第１７２号 平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

下 水 道 課 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 政 策 課 

議案第１３１号 天神池公園の指定管理者の指定について 

議案第１３２号 都市公園（川内地域及び樋脇地域）の指定管理者の指定について 

議案第１３３号 都市公園（樋脇地域）及び普通公園（入来地域及び祁答院地域）の指 

定管理者の指定について 

議案第１３４号 普通公園（川内地域）の指定管理者の指定について 

議案第１３５号 普通公園（川内地域、樋脇地域及び入来地域）の指定管理者の指定に 

       ついて 

議案第１３６号 普通公園（樋脇地域）の指定管理者の指定について 

議案第１３７号 普通公園（東郷地域）の指定管理者の指定について 

議案第１３８号 普通公園（里地域）の指定管理者の指定について 

議案第１３９号 普通公園（上甑地域）の指定管理者の指定について 

議案第１４０号 普通公園（下甑地域）の指定管理者の指定について 

議案第１４１号 普通公園（鹿島地域）の指定管理者の指定について 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

［債務負担行為補正］ 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 整 備 課 

議案第１４２号 市道路線の廃止及び認定について 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

［繰越明許費補正］ 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 維 持 課 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

都 市 計 画 課 
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議案第１６２号 平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正 

予算 

議案第１６３号 平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会計補 

正予算 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第１７３号 平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正 

予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

区 画 整 理 課 

議案第１７４号 平成２６年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計補 

正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

入来区画整理推進室 

議案第１４３号 薩摩川内市建築審査会条例の制定について 

議案第１４４号 薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 築 住 宅 課 

議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

用 地 課 

───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（宮里兼実）それでは、ただいまから

建設水道委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により、審査を進めたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

お手元に配付しております審査日程より、審査を

進めます。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ傍聴の申し出はありませんが、会

議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長に

おいて随時許可をいたします。 

ここで協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～ 

        午前１０時２分休憩 

        ～～～～～～～～～ 

        午前１０時４分開議 

        ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△水道管理課及び上水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、水道管理課及び

上水道課の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第１４５号 薩摩川内市公衆浴場施

設条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第１４５号薩

摩川内市公衆浴場施設条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、議案第

１４５号薩摩川内市公衆浴場施設条例の一部を改

正する条例の制定について説明をいたします。水

道局の議会資料を御準備いただいて１ページをお

開きください。 

 入来温泉場地区土地区画整理事業に伴いまして、

新たな公衆浴場を建設しておりますが、４月営業

開始に向け、施設の名称、入浴料金等を定めるも

のでございます。 

 それでは、まず、新たな公衆浴場の名称を薩摩

川内市入来温泉湯之山館とするものでございます。

この名称は、地元副田地区コミュニティ協議会に

おいて選考され決定したものでございます。 

 次に、入浴料について御説明をします。入浴料

金につきましては、薩摩川内市温泉事業運営審議

会へ諮問を行い、決定したものでございます。料

金表を下段に示しておりますが、大人入浴料金を

２７０円、子ども料金を８０円、以下回数券、月

極券等を設定したものでございます。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）今回、湯之山館というこ

とで、二つの温泉を一つにして２７０円という設

定なんですけれども、今までが１５０円。祁答院

の黒木温泉にしても正月から２７０円ということ

で１５０円から２７０円。薩摩川内市でそれだけ

差が出た場合に、今後どういう市民、住民の方々

のそういう思いを調整していかれるのか。どの当

たりに調整されていくのか、担当所管課で何かあ

ったら教えていただきたいと思います。 

○水道管理課長（元石功一）今回、新しく建設

する公衆浴場につきましては、従来の公衆浴場と

は若干設備の面が違います。新たに二つの泉源か

ら用いた浴槽が二つそれぞれついております。ま

た、サウナといった機能もございます。それとあ

と、多目的浴場ということで家族湯的なものも今

回設置しております。 

 そういったことから、年間にかかわる諸費用、

維持管理経費等を考慮しながら、今回２７０円と

料金を設定したものでございます。 

 他の公衆浴場については１５０円ということで、

そこにはやはり設備の違いといったことで、市民

の皆様には御理解していただきたいというふうに

考えております。 

○委員（大田黒 博）質問した意味は、黒木温

泉が２７０円なる。これはアンケートをとり、条

例が制定されておりますので、わからんでもない

んですが。今後、指定管理から抜けて公募といっ

た形になったときに、－どういう経緯を、少し

２７０円というその差が皆さん意見としていろん

な形で出てくるんでしょうけども－それをどう

いう公募をかけた時に、その公募の段階での考え

といったものを示されるのか、我々祁答院におい

ては２７０円、正月からなるわけでして、その経
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緯を説明すればわからんでもないんですが、それ

以外の方々がどういう思いをされるのか。今その、

この湯之山館には大体わかりますよ、今、課長が

説明した中で。だからそういうもの少し方向性を

もう少し示していただけませんか。 

○水道管理課長（元石功一）今、指定管理から

民間譲渡ということで、公衆浴場財産の処分とい

うことで方向性が決まっておりますが、今、公衆

浴場のある地元のコミュニティ協議会のほうとい

ろいろ説明をしながらしてるんですけれども。そ

ういった民間譲渡になったときに、公衆浴場の料

金をどうしなさいと我々も言えないわけでありま

して、もしそういった公募をして手が挙がってく

れば、その入浴料金についても今後我々も検討し

ながらどういった方向がいいのか、経営していく

にはどのぐらいがいいのか、その辺も考えながら、

ちょっと水道局のほうで内部で検討していきたい

というふうに思ってます。まだ、方向性というの

は出ているところではないです。今からちょっと

検討させていただくというふうに考えてます。 

○委員（新原春二）湯之山館という非常にいい

名前がついたなと思っております。ただ、この入

来の温泉場の関係については、旧前の銭湯という

イメージよりもやっぱり区画整理をきちんとして、

しかも アゼロ湯、柴垣二つの温泉が入れるという

一つのメインテーマというのは観光の面で非常に

売れると思うんです。そこら辺の関係からやっぱ

り銭湯イメージを払拭することをしないといけな

いのかなということからして、旧川内は３００円

から３６０円ですよね。それからすれば料金設定

については、旧１５０円のときからの上げ幅ちゅ

うことで検討されたんでしょうけども。そこら辺

の料金がどうなのかなと思いますけども。決まっ

た以上これでいいのかなと思いますけども、ただ、

子どもの料金が８０円というのはこれはどういう

ことかなと。普通は大体半額に設定をされている

んですが、その半額と、それから回数券の還元ち

ゃ常識大体１１枚つづりなんです。何で１２枚に

なったのかちゅうのは、ここだけの１２枚なのか。

普通は常識から考えて大体１０枚の料金で１１枚

ついてるちゅうのが普通の料金なんですけど、そ

こら辺の料金設定の関係については。子ども料金

とこの回数券の料金の設定についてちょっとお伺

いします。 

○水道管理課長（元石功一）今、子ども料金と

回数券の質問でございますが、子ども料金につき

ましては、もう上限が県の条例で決まっておりま

すので、それで８０円といったことで設定をしま

した。 

 それと、回数券の１２枚なんですが、他の公衆

浴場も１２枚つづりといったことで、他の公衆浴

場に合わせてそういった１２枚つづりにしたとこ

ろでございます。 

○委員（新原春二）子ども料金は最高上限が

８０円になってるんですか。こっちの市内では大

体半額の１５０円ではないですかね。そこら辺を

ちょっと説明してくださいますか。 

○上水道課長（福山清和）県条例が一応、公衆

浴場にはありまして、上限が大人３９０円となっ

ております。中人というのがありまして、それが

１５０円が上限、小人それが８０円が上限という

ふうに県条例でなっておりますので。小学生以下

については、もう上限が８０円でも県の条例を超

えることができませんので、８０円という形にな

ります。 

 市の場合は、この中人という真ん中が今までも

なかった関係で、大人券と子ども券の値段だけの

設定という形になります。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

○委員（谷津由尚）１点質問します。先ほど将

来的には指定管理者のほうに委託をしたいという

ことおっしゃったんですが、当然、その場合の利

用料金制になると思うのですけど。その場合、こ

の経営が維持できるということで、年間何人の入

浴客が来られれば、最低維持できるんでしょうか。 

○水道管理課長（元石功一）今までの入浴者の

推移、あるいは、入来町の人口の推移、あるいは

薩摩川内市の人口の推移等から推計しまして、年

間１３万人で料金を計算したところでございます。 

○委員（谷津由尚）わかりました。この場所は

もともとアゼロ湯と柴垣湯があったわけで、その

二つの泉源がそのまま使えるということでですね、

この二つの公衆浴場がまだ健在している時に、二

つの合計の年間の入浴客を合わせた場合にこの

１３万人以上だったと私は認識してるんですけど、

どうですか。 

○水道管理課長（元石功一）おっしゃるとおり

でございます。 

○委員（谷津由尚）最後にします。指定管理者
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への委託というのは、大体いつごろからお考えで

すか。 

○水道管理課長（元石功一）一応、直営で１年、

２年ぐらいを考えておりますが、具体的には何年

とうことはまだ検討中でございます。まずは、

１年間経営してみて、どういった経営内容になる

か、その辺を十分確認したいというふうに考えて

おります。 

○委員長（宮里兼実）いいですか、ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５８号 平成２６年度薩摩川内

市簡易水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１５８号平

成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正

予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長（福山清和）薩摩川内市各会計予

算書、予算に関する説明書、第５回補正の

７３ページをお開きください。 

 議案第１５８号平成２６年度薩摩川内市簡易水

道事業特別会計補正予算について、御説明いたし

ます。 

 補正予算の内容について、歳出から説明いたし

ますので、８０ページをお開き下さい。 

 １款１項１目一般管理費３万４,０００円の減額

補正は、説明欄のとおり委託料の減額と、修繕料

と公課費を増額しております。 

 次の８１ページをお開き下さい。 

 ３款１項１目長期債償還元金は１,０００円の増、

２目長期債償還利子は６万６,０００円の減額補正

をしております。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、戻っていただき予算に関する説明書の

７９ページをお開きください。 

 ６款１項１目他会計繰入金９万９,０００円の減

額は、一般会計繰入金による財源調整であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。

これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５９号 平成２６年度薩摩川内

市温泉給湯事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１５９号平

成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正

予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長（福山清和）議案第１５９号平成

２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予

算について御説明いたします。 

 補正予算の内容について歳出から説明いたしま

すので、９２ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費の補正は説明欄のとお

り、財源調整によるもので増減はゼロであります。 

 次の９３ページをお開きください。 

 ２款２項１目施設整備費の補正は説明欄のとお

り、新公衆浴場の営業開始準備によるもので



- 8 - 

 

３６９万６,０００円の増額であります。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、戻っていただき８９ページをお開きください。 

 ３ 款 １ 項１ 目 一般 会計 繰 入 金 ５２ ６ 万

１,０００円の減額は繰入金の財源調整であります。 

 次の９０ページをお開きください。 

 ４款１項１目繰越金１,０６６万２,０００円の

増額は、前年度繰越金からの財源調整であります。 

 次の９１ページをお開きください。 

 ５款３項１目雑入１７０万５,０００円の減額は、

移転補償費からの財源調整であります。お手元に

配付してあります水道局の平成２６年度１２月議

会建設水道委員会資料、これにより説明いたしま

すので、１ページをお開きください。 

 入来地区温泉施設整備事業による新公衆浴場の

完成イメージ図を上のほうに、敷地配置図と施設

の平面図を参考図として掲載しております。 

 建物は、鉄筋コンクリートづくりで床面積

５８２平方メートルあり、年度末の完成を目指し

て現在、工事中であります。 

 以上で説明終わります。よろしくお願い申し上

げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明あり

ましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）決算については何もありま

せんが、このイメージ図の件でいいですか、１件

だけ。先ほど言いましたようにアゼロ湯と柴垣と

もう本当に一緒になって二つの温泉に一緒に入れ

るというのは、非常に全国でも例がないんじゃな

いかと言われるぐらいに貴重な施設になったと思

うんですね。そこで、今まで柴垣のほうが使用者

は多かったと思うんですけど、湯船が小さいとい

うのがちょっと気になりました。まあ、湯量の関

係なのかなと思うのですけど、そこら辺の説明を

ちょっとお願いします。 

○上水道課長（福山清和）今、御指摘のありま

したように、浴槽が別々に二つずつございます。

まず、アゼロ湯のほうですが、アゼロ湯のほうに

つきましては、配湯地からのお湯を分湯している

その大きな配湯地が上にございますけども、そこ

からの圧で一応持ってくるために量的には十分あ

るわけですが、柴垣につきましては、柴垣泉源の

ちょうど入口のところにボーリングしてるんです

が、そこの能力がもう限界がありますので、今、

公衆浴場でしている今度つくったところは、前の

公衆浴場の面積よりも上限までいっぱい使えるよ

うに大きくして、それがもう限界でありますので、

そこまでしか使えないということで御理解いただ

きたいと思います。 

○委員長（宮里兼実）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１５７号平

成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題と

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長（福山清和）平成２６年度薩摩川

内市一般会計補正予算書について御説明いたしま

す。 

 補正予算の歳出内容について御説明いたします

ので、２７ページをお開きください。 

 ２款１項５目財産管理費８０万円の減額は、備

考欄のとおり土地購入費の減額補正であります。 

 入来工業用水道の水源地は、浸入道路が民有地

内であるため、維持管理に支障しないよう地籍調

査で道路部分を分筆してもらい、本年度に土地購

入費を予算化しておりましたけれども、法務局の

ほうで地籍調査の登記が完了しないため、年度内

の購入ができないということで減額するものであ

ります。なお、土地購入については、平成２７年

度に再度予算化する予定であります。 

 次に、４３ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費５３６万円の減額補正は説

明欄のとおり、先ほど御説明いたしました簡易水

道事業特別会計と温泉給湯事業特別会計への繰出
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金をそれぞれ減額するものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員はおりませんね。 

 ここで、議案第１５７号平成２６年度一般会計

補正予算の審査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１７０号 平成２６年度薩摩川内

市簡易水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７０号平

成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正

予算を議題といたします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、第６回

補正予算書の５４ページをお開きください。 

 歳出から御説明をいたします。 

 １款１項１目一般管理費で１００万５,０００円

増額するもので、説明欄のとおり、給料、手当、

共済費でございます。 

 前のページ５３ページになります。 

 歳入について説明をいたします。 

 ６ 款 １ 項１ 目 一般 会計 繰 入 金 １０ ０ 万

５,０００円は、歳出の不足財源を一般会計から繰

り入れをするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１７１号 平成２６年度薩摩川内

市温泉給湯事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７１号平

成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正

予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、同じく

第６回補正予算書の６４ページをお開きください。 

 歳出から御説明をいたします。 

 １款１項１目一般管理費は８万９,０００円の増

額補正でございます。説明欄のとおり職員手当、

共済費でございます。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 前のページになります。６３ページでございま

す。 

 ３款１項１目一般会計繰入金８万９,０００円の

増額は、歳出の増額に伴い不足財源を一般会計か

ら繰り入れするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６９号平

成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題と

します。 
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 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）同じく、第６回補

正予算書の２３ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費１０９万４,０００円の増額

は、簡易水道事業特別会計補正予算及び温泉給湯

事業特別会計補正予算の歳出に伴う不足財源をそ

れぞれ特別会計へ繰り出しをするものでございま

す。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１７７号 平成２６年度薩摩川内

市水道事業会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７７号平

成２６年度薩摩川内市水道事業会計補正予算を議

題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）別冊となっており

ます水道事業会計予算書、第２回補正予算の

１２ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出のうち、支出について説明

をいたします。 

 １款水道事業費用１項２目排水及び給水費

９５万５,０００円の増額は、職員の給料、手当、

法定福利費でございます。 

 ４目総経費１５０万９,０００円の増額は、同じ

く職員の給料、手当、法定福利費になります。 

 次の１３ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出のうち、支出につきまして

１款資本的支出１項１目改良費１８万５,０００円

の増額は、職員に係る給料手当法定福利費でござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）資料がございませ

んが、１件報告をいたします。 

 ９月議会の議員全員協議会におきまして、財産

活用推進課から旧消防局跡地の利活用について、

水道局庁舎として検討を進めているという報告が

ありましたが、その後の進捗状況について御報告

をさせていただきます。 

 財産活用推進課と水道局で協議を進めておりま

すが、現在、水道局庁舎で活用することで決定を

したところでございます。今後、詳細について協

議を進めていきたいというふうに考えております。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（下園政喜）その消防局庁舎の跡ですけ

ども、消防局が上に上がった理由の大きな理由と

して水没するということがあったんです。その辺

はインフラが使う面としては大丈夫ですか。 

○水道局長（落合正浩）以前の平成１８年度に、

いわゆるナナフミ水害の時に国道が冠水しており

ます。これは一つにはちょうど国道を横断してお

ります暗渠部分があるんですけども、桁の関係で

断面がどうしても疎外されておりまして、そこか

ら越流して国道部分が冠水したということで、全

体的なあの辺一帯がつかったということではござ

いません。おっしゃるように川内川の堤防が切れ

ますと、確かに水没する恐れがあるんですけども、
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それは今回の場所に限りませず全体がございます。

それにつきましては、現在、川内川のほうは改修

が進んでおります。 

 また、銀杏木川につきましてもＪＲから下流に

つきましては、県のほうで断面の改修していただ

きましたから、そういう意味では今後よりはだい

ぶ変わってくるのかなと考えております。そこで、

御心配になっております、あの敷地の水没ですけ

ども、前回の場合も消防庁舎の駐車場までは来な

かったと。先ほど言いますように国道部分が越流

しての浸水だったということでございますので、

そこは大丈夫かなということと、大雨の場合には、

早め早めに情報が分かりますから、それなりに車

はもう退避させるとかありますけれども、資機材

については当然、そういう重要資機材はつかなら

い部分への棚入れとか、そういうことは移転する

段階できっちりと検討していきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

○委員（谷津由尚）はい、１点。この庁舎を動

かすとなると当然、一般的にも出てくる意見とし

て地元の飲食店の方々が出ていかんでくれという

ようなお願いのお話があるんですけど、そっちの

ほうがどんな感じですか。 

○水道局長（落合正浩）まだ、今検討している

という地域の方々も御存じでございまして、正式

なお話してないんですけども、いろいろ地域の

方々とか会う中では、そういうことが出てまいり

ます。ただ、その中では今、水道局が抱えている

問題、一つは公用車がいつも外に出ているので、

非常に管理上問題があるということ。それから資

機材につきましても、何箇所かに分散しておりま

して緊急時の場合の対応に時間がかかるというこ

と。また庁舎が手狭でございまして業者とかの打

ち合せとか、何よりもお客様方の窓口としても手

狭であるということがございまして、そういう理

由で今回、たまたま消防局の跡が開いたので、そ

ちらのほうを使うという有効的に利用したいとい

うことを申し上げますと、その点については御理

解いただけます。ただし、水道局が出て行くと、

非常に寂しいという声があるのは事実でございま

して、そこのところは、業務の関係、それと市民

サービスの向上というところをお話して、何とか

そこんところは御理解くださいという形でお話し

て、地域の方々も渋々仕方ないのかなあという感

じでは受け取っていただいているのかなと考えて

るところです。 

○委員（谷津由尚）ぜひ誠意を持って地元の方

との話を落ち着けていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（川畑善照）今のに関連するわけですが、

結局スペース的にはすごくあると思うんです。あ

れを地域、地区コミや自治会方々と相談して有効

利活用できる方法は検討されているのですか。東

郷のほうで。 

○委員長（宮里兼実）局長、ごめんなさい。今

まで部長と申しておりました。 

○水道局長（落合正浩）いいえ、いいえ。それ

はよくても、あそこは借りてる状況ですので、出

て行った跡は財産活用課なりのほうで、また検討

されると思います。 

○委員（川畑善照）はい、わかりました。 

○委員（新原春二）もう決定したということで

すので、まだ具体的なものには進んでいかないと

思うのですけども、結構、消防庁舎は広いですよ

ね。そこら辺の関係でかなり手を加えたり、そこ

ら辺の予算は大体どのくらいの目安をされている

のか、そこら辺の支出については水道課がやるの

か、それとも財活がやるのか、どっちなんでしょ

うか。 

○水道局長（落合正浩）それにつきましては、

当初予算を３月に審議していただきますから、そ

こで具体の数字とかレイアウトの関係等はきっち

りとお話しできると思います。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、水道管理課及び上水道課を終わります。

御苦労さまでした。 

○委員長（宮里兼実）ここで、協議会に切り替

えます。 

～～～～～～～～～～ 

        午前１０時４２分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時４３分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで、本会議に戻しま

す。 

 ────────────── 

△下水道課の審査 
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○委員長（宮里兼実）次は、下水道課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第１６０号 平成２６年度薩摩川内

市公共下水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１６０号平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業

特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６０号平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業

特別会計補正予について説明をいたします。 

 各会計予算書、予算に関する説明書、第５回補

正の１０２ページをお開きください。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費の公共下水道管理費

３６２万６,０００円の増額は、本年度の消費税確

定申告の実績に伴いまして、消費税の中間納付が

発生したことによります公課費の増額でございま

す。 

 次のページ、１０３ページをお開きください。 

 ３款１項１目元金７,０００円の増額と、同項

２目利子５万６,０００円の減額は、長期債償還元

金と利子の額が確定したことに伴うものでござい

ます。 

 次に、歳入について説明いたしますので、前に

戻っていただき１０１ページをお開きください。 

 ４ 款 １ 項１ 目 一般 会計 繰 入 金 ３５ ７ 万

７,０００円の増額は、歳出の補正に対応し増額す

るものでございます。 

 続きまして、債務負担行為につきまして説明い

たしますので、９８ページをお開きください。 

 第２表債務負担行為は、宮里浄化センターの包

括的民間委託が、平成２７年３月をもって完了す

ることになるため、事業の継続性から平成２６年

度中に契約を行いまして、平成２７年度から平成

２９年度まで、新たに３年間の限度額２億

１,３００万円以内で、締結しようとするものでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）済みません、この債務負担

行為で期間が平成２６年からってこっちなってる

んですけど、今、平成２７年からとおっしゃった

んですけど。 

○下水道課長（徳重勝美）平成２６年度は一応

契約をいたしまして、実際債務が発生するのは平

成２７年度から平成２９年度までということにな

ってきます。 

 平成２６年は、契約のみでございます。 

○委員（谷津由尚）ということは、実質、平成

２７、２８、２９の３年間で２億１,３００万と、

そういう認識でいいですね。 

○下水道課長（徳重勝美）そのとおりです。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６１号 平成２６年度薩摩川内

市農業集落排水事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６１号平

成２６年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計

補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６１号平成２６年度薩摩川内市農業集落排水事

業特別会計補正予算について説明いたします。 

 各会計予算書、予算に関する説明書、第５回補

正の１１３ページをお開きください。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 ３款１項１目元金９,０００円の増額と、同項

２目利子２万８,０００円の減額は、長期債償還元

金と利子の額が確定したことに伴うものでござい

ます。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

１１２ページをお開きください。 
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 ４款１項１目一般会計繰入金１万９,０００円の

減額は、歳出の補正に対応し減額するものでござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１５７号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算のうち、下水道課分につきまして説明をいたし

ます。 

 同じく、各会計予算書、予算に関する説明書、

第５回補正の４４ページをお開きください。 

 ５款１項１目労働諸費、補正額２３９万

７,０００円につきましては、緊急雇用創出事業臨

時特例基金事業費の委託料でございます。 

 補正内容につきましては、御手元にお配りして

おります建設水道委員会資料により説明いたしま

すので、委員会資料の最後のページをお開きくだ

さい。 

 給排水工務技術者成支援事業でございますが、

事業名は緊急雇用創出事業臨時特例基金事業で、

事業費は委託料２３９万７,０００円で、２名分の

人件費と研修に係る費用などで、財源は国からの

交付金を県が基金として積みまして、委託料の全

てが県からの補助金でございます。 

 委託先につきましては、市が給水工事等業者で

組織する組合の薩摩川内市管工事業協同組合に委

託することとしております。 

 事業の概要でございますが、薩摩川内市管工事

業協同組合に２人を新規雇用し、上下水道工事の

管工事や給水、排水設備などに関する専門的知識

を有する人材や、専門工事業者として窓口事務、

審査なども行える能力を備えた人材育成を図るも

のでございます。 

 事業の内容といたしましては、給排水設備等の

資格取得や下水道への不明水流入調査、水道の仕

切弁やメーターボックス等の点検、清掃などを行

うものでございます。 

 事業実施期間は、平成２６年度でございます。 

 それでは、また、各会計予算書、予算に関する

説明書、第５回補正に戻りまして、４６ページを

お開きください。 

 ６款３項４目農業集落排水費では、農業集落排

水事業特別会計繰出金を１万９,０００円減額する

ものでございます。 

 次に、５４ページをお開きください。 

 ８款５項４目下水道費では、公共下水道費にお

きまして、公共下水道事業特別会計繰出金を

３５７万７,０００円増額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）今、説明いただきましたこ

の地域人づくり事業の関係ですが。管工事業組合

員に２名割り当てをするんですが、この方々の仕

事といいますか、管工事業組合の事務所に出勤を

されて、管工事組合の仕事をされるんですが。具

体的には各水道会社があります、そういうのが向

上されるんですけども、具体的にどんな仕事をさ

れていくのか。１年で果たして新しい人が来られ

ていろんな勉強をされて１年でこういう仕事がな

されていくのか。それとも各事業所さんから出し

ていただいて仕事をされるのか、その辺の実態は

どうなっていますか。たった１年の雇用なんです

が、そこら辺の実態はどうなっていますか。 

○下水道課長（徳重勝美）１年間の雇用という
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形になるんですが、一応、技術的な勉強をしてい

ただくということで、ここに、きょうの資料にも

出してございます。公共下水道でいきますと、ち

ょっと雨等が降りますと、不明水といいまして、

結構処理場のほうにいつもより流量がちょっとふ

えたりするものですから、その不明水の調査など

も今回この２名の新規雇用していただく方々にも、

そういう調査等もしていただきながら、また、今

後上下水道の工事関係の事務をわかるような形の

いろんな管工事業組合の方々から指導をいただき

ながら、技術の育成をしていくというのが大きな

取り組みでございまして、１年間で果たしてそこ

まで技術を習得できるかというのは、ちょっと難

しいのですが。１年経過した後にまた、業者の

方々が雇用していただけるようなそういうような

ものまで進展していけばというふうに考えてると

ころでございます。 

○委員（新原春二）中身は大体わかるんですけ

ども、平成２６年度もあと何箇月かですよね。今

から雇用されて３箇月なのか、平成２６年度で雇

用されて平成２７年度いっぱいあるのか、そこの

期間の関係と、主な研修の中身についてかなり濃

いものがありあすよね。ＣＡＤ－キャドとか研

修をして、さらに現場も実習をしていくちゅうこ

とで、そういうのはかなり厳しい日程になってい

るんですけど。管工事組合としてはこれを了承さ

れて受け入れをされて、具体的にどういうものを

やっていくちゅうことについては、具体的なもう

中身のすり合わせはできてるんですか。 

○下水道課長（徳重勝美）雇用期間が平成

２６年度ということでございますが、これは県と

調整しながら１年間は雇用というのが範囲がござ

いますので、また平成２７年も当初予算等で予算

要求していきたいなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 それから、２点目の管工事業協同組合の方とは、

組合長とは事前にこういうことでどうだろうかと

いうことで、事前の打ち合わせはしておりますの

で。管工事業組合のほうも職員が少ないというこ

とで、受け入れ態勢を求めていらっしゃいますか

ら、その調整はしているところでございます。 

○委員（新原春二）要望ですけれども、ぜひこ

の２名を国の予算で雇用して、技術的なノウハウ

を持っていただくんですので、組合で雇用してい

ただく分には何も問題ないですけども。もしでき

ないとすれば、業者さんに継続をしてもらうちゅ

うことも含めてぜひ御尽力をいただきたいという

要望をしておきます。 

○水道局長（落合正浩）これは、非常にいい制

度でございまして、どこも企業さんもなかなか新

規雇用ができないということと、自社で育成する

時間がない、経費もない、でもやっぱり新たな人

材も確保したいという中で、こういう制度を活用

しながら組合にそのままおいて全体的な業務のカ

バーをするのか、それとも企業さんで研修がなさ

れたので、うちもちょうどほしいから、うちに来

てくれんかとかいう、その両方ができる体制を今

回持ちたい、それは組合のほうとも話をしてござ

います。 

 ですから、今、漏水の関係で土日、祝日、夜間

についてはサービスセンター業務を管工事組合の

ほうで行ってもらっております。通常の昼間の部

分であれば、地域の業者さんにお願いするんです

けども。そういうことで将来に向けて、この給排

水業務を企業さん方も確実なものにしたいという

ひとつのきっかけとしてやっております。 

 繰り返しになりますけれども、組合若しくは各

企業さんで引き続き雇用していただけるための事

業であるということでございます。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第１５７号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１７２号 平成２６年度薩摩川内

市公共下水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７２号平

成２６年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補

正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１７２号平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業

特別会計補正予算について説明いたします。 

 各会計予算書、予算に関する説明書、第６回補

正の７４ページをお開きください。 

 ２款１項１目施設整備費の公共下水道整備費

１１万５,０００円の増額は、職員の給与に関する

条例等の一部改正に伴う給料、職員手当等、共済

費でございます。 
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 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６９号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算のうち、下水道課分につきまして説明いたしま

す。 

 同じく、各会計予算書、予算に関する説明書、

第６回補正の３２ページをお開きください。 

 ８款５項４目下水道費では、下水道管理費にお

いて、職員の給与に関する条例等の一部改正に伴

う給料等９９万４,０００円の増額、及び公共下水

道費において、公共下水道事業特別会計繰出金を

１１万５,０００円増額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局から説明がありますか。 

○下水道課長（徳重勝美）今回はございません。 

○委員長（宮里兼実）これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、下水道課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～ 

        午前１１時３分休憩 

        ～～～～～～～～～ 

        午前１１時４分開議 

～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設政策課の審査

を行います。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、審査を一時中

止してありました議案第１５７号一般会計補正予

算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、議案第

１５７号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算のうち、建設政策課分について御説明いたしま

す。 

 各会計予算書、予算に関する説明書、第５回補

正の５１ページをお願いいたします。 

 ８款１項１目土木総務費において、１０３万

７,０００円の増額補正を行い、補正後の額を２億

６,９５１万７,０００円とするものであります。 

 補正の内容でありますが、職員の人事異動等に

伴います、職員給与費等の調整であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 
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 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１５７号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、審査を一時中

止してありました議案第１６９号一般会計補正予

算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、１２月

９日に上程されました議案第１６９号平成２６年

度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、建設政策

課分について御説明いたします。 

 各会計予算書、予算に関する説明書、第６回補

正の３０ページをお願いいたします。 

 今ほど、御説明いたしました８款１項１目土木

総務費に２９７万６,０００円を増額し、補正後の

額を２億７,２４９万３,０００円とするものであ

ります。 

 補正の内容でありますが、同じく１２月９日に

上程されました、議案第１６７号職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定に伴います

給与費等の補正であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、建設政

策課の所管事務について御説明いたします。 

 建設政策課は、国・県事業等に係る調整業務を

所管しておりますので、その中の主なものについ

て、進捗を含め概要を簡単に御説明いたします。 

 それでは、委員会資料建設部の１ページをお開

きください。 

 まず、国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事

務所が実施しております、南九州西回り自動車道

建設について御説明いたします。 

 南九州西回り自動車道は、熊本県の八代ジャン

クションから鹿児島インターチェンジまでの全体

延長約１４０キロメートルの高規格幹線道路であ

ります。 

 現在、供用されている区間は、資料の赤と青の

実線で表示されています熊本県側の八代ジャンク

ションから芦北インターチェンジまでの約

２８.８キロメートルと、鹿児島県側の薩摩川内水

引インターチェンジから薩摩川内高江インターチ

ェンジまでの３.５キロメートル、及び薩摩川内都

インターチェンジから鹿児島インターチェンジま

での３６キロメートルで、合計６８.３キロメート

ルとなっており、供用率は、資料右上の表のとお

り、熊本県側が５８％、鹿児島県側が４３％で、

全体で４９％となっております。 

 なお、赤の実線は無料区間、青の実線は有料区

間となっております。 

 今後の供用開始予定でありますが、資料にもあ

りますとおり、川内隈之城道路の薩摩川内高江イ

ンターチェンジと薩摩川内都インターチェンジの

６.７キロメートルが今年度開通予定となっており

ます。 

 この区間の開通により、都インターチェンジか

ら水引インターチェンジまでの川内隈之城道路

１０.２キロメートルが全線開通することとなり、

市街部の国道３号の渋滞緩和が図られると期待し

ております。 

 なお、この開通に合わせ市制施行１０周年記念

事業として、開通イベントを計画しているところ

であります。 

 資料右端の写真は、薩摩川内都インターチェン

ジの完成の予想図であります。 

 また、芦北インターチェンジから阿久根イン

ターチェンジ間の供用開始につきましても、芦

北・津奈木間が平成２７年度、津奈木・水俣間が

平成３０年度、出水・阿久根間が平成２６年度か

ら平成２９年度までと、それぞれ供用開始の予定

が公表されてるところであります。 

 そのような中で資料中ほどになりますが、阿久

根インターチェンジから薩摩川内水引インターチ
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ェンジまでの２２キロメートルが、本自動車道の

唯一の未事業化区間となっています。 

 現在、この区間につきましては、事業採択に必

要な都市計画決定及び環境影響評価の手続きが終

了し、今後、国において新規事業採択時評価が行

われることになっています。 

 しかしながら、公共事業に係る国の方針が新規

事業から老朽化対策、維持管理になるんですが、

こちらのほうにかじがきられ、新規の事業採択が

非常に厳しい状況になっております。 

 このような状況を踏まえ、来年度の事業化に向

けては、南九州西回り自動車道建設促進協議会並

びに同期成会による建設促進大会の開催や、国及

び国会議員等への強力な要望活動を行ってきてい

るところであります。 

 続きまして、国土交通省九州地方整備局川内川

河川事務所が実施しております川内市街部改修事

業大小路地区について、御説明いたします。 

 資料の２ページをお開きください。 

 この事業は、本市市街部の治水安全度を向上さ

せるため、第２次整備として、平成５年度より中

郷地区、瀬口地区、天辰地区Ⅰ期に続き、川内川

右岸の大小路地区の引堤事業を行うものでありま

す。 

 平成２３年度より用地取得に着手し、本年度か

ら工事に着手しております。 

 工事の内容でありますが、資料の赤線部分の天

大橋上流から太平橋下流了忍寺辺りまで、延長約

１.５キロメートル、平均引堤幅３５メートル、最

大引堤幅６５メートルで、事業完了は平成３０年

度を予定しております。 

 また、本引堤事業にあわせ、都市計画課所管の

都市計画道路中郷五代線、延長約１.１キロメート

ル、幅員９.５メートルの整備も同時に進められて

おります。 

 今回の工事は資料中央のイメージ横断図のとお

り、現在の堤防を宅地側に引いて高水敷を広げる

ことで、洪水時の流下断面を確保するものであり

ます。 

 また、この引堤事業により広がった高水敷を市

民の憩いの場として、また、イベントやスポーツ

の場として有効に利活用できるよう、河川空間整

備も計画しております。 

 現在、この河川空間整備につきましては、地域

住民の声を反映させるため、可愛校区の自治会長

を中心に研究会を立ち上げて、検討を進めている

ところであります。 

 この大小路地区とは別に、現在、市街部の花木

町と平佐町大明神地区で、堤防の護岸工事が実施

されております。この工事につきましては、平成

２４年７月に発生した九州北部豪雨災害のあと、

国土交通省が行いました河川堤防の緊急点検の結

果を受けて実施されているものであります。これ

については、堤防の補強工事になります。 

 これらの工事につきましても、設計段階で地元

説明会を開催し、地域住民の意見を反映していた

だき、花木町の堤防護岸工事においては階段式の

護岸工が採用されているところであります。 

 それでは、続きまして、鹿児島県が甑島で実施

しております藺牟田瀬戸架橋建設について、御説

明いたします。 

 資料の３ページをお開きください。 

 藺牟田瀬戸架橋工区は、一般県道鹿島上甑線の

鹿島町藺牟田と上甑町平良を結ぶ、橋梁区間

１ ,５３３メートル、トンネル区間３本で

２,７５８メートル、明り区間３区間８３６メート

ルの総延長５,１２７メートルであります。 

 事業の進捗率でありますが、平成２６年１１月

１日現在、用地取得率が９８％、事業費ベースの

進捗率は、平成２５年度末で５４％、平成２６年

度の予算を含めますと約６８％となっております。 

 資料の航空写真とその下の縦断図につきまして

は、左側が鹿島町藺牟田地区、右側が上甑町平良

地区になります。 

 資料がちょっと小さくて申しわけありませんが、

黒色の表示が平成２４年度以前であります。黄色

が平成２５年度、赤色が今年度、青色が来年度以

降となっており、いずれも予算の年度で表示して

あるものであります。 

 これまで、鹿島トンネル、黒浜トンネル、平良

トンネルは全て貫通しており、鹿島明り部、平良

明り部及び橋梁区間の鹿島側第１橋につきまして、

路面舗装や附帯工作物を除き完成しているところ

であります。 

 資料の右下の写真は、第１橋２１７メートルの

上部工－橋桁です－の完成写真であります。 

 本年度予算での発注箇所でありますが、赤色で

表示しております第２橋の上部工の一部、２区間

３８２メートル、下部工橋脚Ｐ８の一部とＰ９か

らＰ１４までの６基及び上甑側の工事用仮設橋の
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未着手部分の全部を予定されております。 

 また、路面舗装や防護柵等の附帯工事につきま

しても、今年度から随時発注される計画となって

おります。 

 本事業につきましては、現在、平成２９年度完

成を目指して進められておりますが、台風接近や

大しけ時には海上作業を中断せざるを得ない状況

であり、また、１２月から２月までの３箇月間は

冬季風浪が厳しく、全く作業ができないとのこと

で、完成年度が若干おくれるとの見通しも出てき

ていると聞いております。 

 以上で報告を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）非常に大規模な事業で、ぜ

ひ頑張っていただきたいんですが、たくさんの方

から質問をいただいていることがありまして、非

常にシンプルな質問です。１点です。 

 水引インター・阿久根インター間がいつごろな

るんですかという話なんです。 

○建設政策課長（須田徳二）恐らく皆さんが一

番注視しているところじゃないかなということで

考えてます。 

 これにつきましては、先ほど今説明しましたと

おり、事業に向けての準備はもう終わっておりま

す。後は、国の予算をつけていただかないといけ

ないということで、国のほうへ市長のほうが－

本会議でも部長のほうが答弁しましたけれども

－行って原発の問題もありますし、いろんな意

味で平成２７年度一括で、２２キロメートル一括

で事業化をお願いしますという強力な要望を行っ

ております。 

 まあ、平成２７年度事業化になったとしても、

今、国土交通省が試算していますのは、事業費約

１,０００億円ということで試算しておりますので、

今、大体今の西回りへついてきているのが、

１００億円、１年にです。それが付いたとしても

１０年あとと、平成３７年度になる。ただし、そ

れではそこまでは待っておれないということで、

市長のほうもなるべく早くということで要望して

いるところであります。 

 以上です。 

○建設部長（泊 正人）今、課長が申したとお

りなんですけども、これまでも事業化された区間、

長かろうが短かろうが、大きな橋梁があろうがな

かろうが、その一帯一貫決めた区間については、

１０年以内で仕上げようという目標を持っていら

っしゃるみたいで、これまでのところは１０年で

終わってきていますので。ただ、２２キロメート

ル１,０００億というのが、１０年でいくのかなと

いう思いはありますけれども、課長からありまし

たとおり強力な国への要望活動を続けていって、

それ以内で終わらせていただくように頑張ってま

いりたいと思っております。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

○委員（新原春二）事業進捗は、それぞれ会計

ベースでいくんでしょうから、それはそれとして

いいんですが、地元からの要望があるのは、水処

理なんです。 

 上の高速の水が全部下に下りてくるわけです。

上のほうは国道、国が持つんですけども、下のほ

うは全部、市のほうが受けなきゃいかんちゅうこ

とで、最初からなかなか水の流れがわからないの

で、地元の間でなかなかわからないと、どこに下

りてくるかもわからないということなんですが。

そこら辺で、今もう都インターもできたことだし、

今度は水引まで来たんですが、そこら辺の水の処

理。上の道路から下の下りてくるんですけども、

国との接点といいますか、交渉といいますか、そ

こら辺をきちんしてもらわないと、やっぱり同じ

ものが出てくるんですよね。もう、木場谷の件に

ついてはお願いをして今処理をしてもらっている

んですが。そのいうのは、各地にどんどんあると

思うんですよね。そこら辺で、国との折衝の場合

に水をどこに下ろすのか、その水がどういう経路

をたどって川に流れていくかということについて、

きちんとやっぱり整理をされて、あと国がどこま

でやるのか、市がどこまでやるのかちゅう、そこ

辺のものをきちんとされて、上の道路から下りて

くる前に、やっぱり市がしなきゃならんというと

ころについては、事業化をしてやっぱりきちんと

して、終末についてきちんと早めにとっておくと

いうことが必要になってくるんですが。上からは

５００ので下りてきて、下は市の３００に下ろす

という、全く考えられないことが起こってますの

で、そこら辺の処理をきちんとやっていただきた

いと思いますので、ぜひこれはもう回答あったら

回答してもらっていいんですが、要望にしておき
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ます。 

○建設政策課長（須田徳二）ただいま、新原委

員の言われるとおり、いろんな問題が確かに発生

しております。それにつきましては、建設政策課

が窓口になって国交省のほうと、国道事務所のほ

うと進めてきております。 

 ただ、今、新原委員が指摘されましたとおり、

図面だけ引いてそういった箇所がいくらでも出て

くるもんですから、水引から阿久根間については、

そういったところから進めましょうということで

今、国交省のほうとも話をして。工事をしている

最中に出てくるんじゃなくて、図面引く段階でそ

ういった解決をしていかんといかんと。ここから

ここは国がする、ここからここは市がするという

ような、そういうようなことをきっちりして進め

ていくことということで今、国土交通省のほうと

も話をしておりますので、その件、よろしくお願

いいたします。 

○委員（川畑善照）川内市街部改修の中郷五代

線のことですが、これにつきましては、完成が平

成３０年度と言われると、あと５年後ですか。そ

ういうことですけども、ちょっとあそこから信号

機が三つになるわけですが、一つは廃止するとい

うことを聞いてましたが、その後どうなったんで

しょうか、地元との話し合いは。 

○建設部長（泊 正人）済みません、都市計画

課の所管になりますので、都市計画課のところで

答弁させていただきたいと思います。 

○委員（川畑善照）わかりました。 

○委員長（宮里兼実）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

ここで協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～～ 

        午前１１時２３分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１１時２４分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設整備課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１３１号から第１４１号までにつ

いて  

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１３１号から議案第１４１号までの議案１１件を

一括議題といたします。 

 これらの議案１１件について、各公園の指定管

理者の指定期間がいずれも平成２７年３月３１日

に満了することに伴い、新たに指定管理者を指定

しようとするものでありますので、一括して説明

を求め、質疑を行ったのち、１件ごとに討論、採

決を行います。 

 それでは、当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（四元新一）それでは、各公園

の指定管理者の指定に関する議案第１３１号から

議案第１４１号までの１１件を一括して説明させ

ていただきます。若干長くなるかもしれません。

御了承下さい。 

 当課で管理する都市公園・普通公園・農村公園

の施設管理につきましては、ほとんどが指定管理

者制度を導入しておりまして、現在、非公募によ

り農村公園７箇所、公募により農村公園１箇所と、

都市公園・普通公園１６８箇所の公園を１１区分

に分け委託しておりますが、その公募による全て

の指定管理者の指定期間が、平成２７年３月

３１日までで満了することから、今回、若干の内

容の見直し等をした上で、１６５箇所の公園を

１１区分に分け、新たに指定管理者を選定しよう

とするものでございます。 

 候補者の選定につきましては、７月１０日から

８月１１日まで、市のホームページや広報紙等に

より公募いたしましたところ、それぞれの区分に

１団体の応募がありました。その後、申請書類の

確認や財務分析等を経て、１０月１４日から

１０月２４日にかけてまして建設部長を委員長と

して、内部委員３名、外部委員３名の６名により

ます指定管理候補者選定委員会を開催しました。

その結果を受けて本議会に１１件の議案を提出し

ているところでございます。 

 それでは、まず、議案第１３１号天神池公園の

指定管理者の指定について説明いたしますので、

議案つづり、その２の１３１－１ページをお開き

ください。あわせて、議会資料のほうもございま

すので、議会資料の１ページをごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、特定非営利活動
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法人パブリックマネージメント鹿児島で、当団体

は、現在の指定管理者でもあり、継続して行うこ

ととなります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間。 

 指定管理候補者の概要は議会資料の１ページに、

また指定管理候補者が示した事業計画の概要を

２ページに記載しておりますので御参照ください。 

 ３ページをご覧ください。 

 選定委員会を１０月１４日に開催しまして、候

補者のヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあ

とに採点した結果、６００点中、４１２点と、平

均６８.７点ということで総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定いた

しました。 

 次に、議案第１３２号都市公園（川内地域及び

樋脇地域）の指定管理者の指定について説明いた

しますので、議案つづり、その２の１３２－

１ページをお開きください。あわせて、議会資料

の４ページのほうをごらんください。 

 指定管理者に管理を行わせる施設につきまして

は、１３２－３ページの別表に記載のとおり、向

田公園を含む都市公園３３公園で、指定管理者に

指定する団体は、公益財団法人薩摩川内市民まち

づくり公社で、当団体は、現在の指定管理者であ

りまして、継続して行うこととなります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間。 

 指定管理候補者の概要につきましては、議会資

料の４ページに記載してございます。また、指定

管理候補者が示した事業計画の概要は、５ページ

に記載しておりますので御参照ください。 

 ６ページをごらんください。 

選定委員会を１０月の１６日に開催し、候補者

のヒアリング等を含め、厳正な審査を行ったあと、

採点しました結果、６００点中、４５９点。平均

点で７６.５点ということで総合的に判断いたしま

して、当団体を次期指定管理者の候補者として選

定いたしました。 

 次に、議案第１３３号都市公園（樋脇地域）及

び普通公園（入来地域及び祁答院地域）の指定管

理者の指定につきまして説明いたします。議案つ

づり、その２の１３３－１ページをお開きくださ

い。あわせて、議会資料のほうは７ページになり

ます。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３３－

３ページの別表に記載のとおり、市比野公園ほか

普通公園３公園で、指定管理者に指定する団体は、

公益社団法人薩摩川内市シルバー人材センターで、

当団体は、現在も指定管理者をしておりまして、

継続して行うこととなります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の７ページ、

また指定管理候補者が示した事業計画の概要を

８ページに記載しております。御参照ください。 

 ９ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１６日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点しました結果、６００点中、４２６点。平均

７１.０点ということで総合的に判断しまして、当

団体を次期指定管理者の候補者として選定しまし

た。 

 次に、議案第１３４号普通公園（川内地域）の

指定管理者の指定につきまして説明いたしますの

で、議案つづり、その２の１３４－１ページをお

開きください。あわせて、議会資料は１０ページ

になります。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３４－

３ページの別表に記載のとおり、西開聞運動広場

を含む普通公園９公園で、指定管理者に指定する

団体は、公益財団法人薩摩川内市民まちづくり公

社で、当団体は、現在の指定管理者であり継続し

て行うこととなります。 

指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の１０ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要を１１ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 １２ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１６日に開催しました。候

補者のヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあ

と採点した結果、６００点中、４３９点。平均

７３.２点ということで、総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定いた

しました。 

 次に、議案第１３５号普通公園（川内地域、樋

脇地域及び東郷地域）の指定管理者の指定につい

て説明いたします。議案つづり、その２の
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１３５－１ページをお開きください。あわせて、

議会資料のほうは１３ページになります。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３５－

３ページから４ページの別表に記載のとおり、丸

坊緑地を含む普通公園５８公園で、指定管理者に

指定する団体は、公益財団法人薩摩川内市民まち

づくり公社で、当団体は、現在の指定管理者であ

り継続して行うこととなります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要、あと指定管理候補者が

示した事業計画の概要につきましては、１３ペー

ジ、１４ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 １５ページをごらんください。選定委員会を

１０月１６日に開催しまして、候補者のヒアリン

グを含め、厳正な審査を行ったあとで採点した結

果、６００点中、４２３点。平均７０.５点という

ことで、総合的に判断して、当団体を次期指定管

理者の候補者として選定いたしました。 

 次に、議案第１３６号普通公園（樋脇地域）の

指定管理者の指定につきまして説明いたします。

議案つづり、その２の１３６－１ページをお開き

ください。議会資料は１６ページになります。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３６－

３ページの別表に記載のとおり、小野河川公園を

含む普通公園１２公園で、指定管理者に指定する

団体は、社会福祉法人拓洋会で、当団体は、現在

の指定管理者であり継続して行うこととなります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の１６ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要は１７ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 １８ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１６日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあと、採

点した結果、６００点中、４４８点。平均

７４.７点ということで、総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定いた

しました。 

 次に、議案第１３７号普通公園（東郷地域）の

指定管理者の指定について説明いたします。議案

つづり、その２の１３７－１ページをお開きくだ

さい。あわせまして議会資料の１９ページもごら

んください。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３７－

３ページの別表に記載のとおり、船倉公園を含む

普通公園５公園で、指定管理者に指定する団体は、

斧渕地区コミュニティ協議会で、当団体は、現在

の指定管理者でもあり継続して行うこととなりま

す。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要につきましては、議会資

料の１９ページに、また指定管理候補者が示した

事業計画の概要を２０ページに記載しております

ので御参照ください。 

 ２１ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１４日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点しました結果、６００点中、４６５点。平均で

７７.５点ということで、総合的に判断して、当団

体を次期指定管理者の候補者として選定いたしま

した。 

 次に、議案第１３８号普通公園（里地域）の指

定管理者の指定について説明いたしますので、議

案つづり、その２の１３８－１ページをお開きく

ださい。議会資料は２２ページになります。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３８－

３ページの別表に記載のとおり、トンボロの里み

なと公園を含む普通公園７公園で、指定管理者に

指定する団体は、開発供給株式会社で、当団体は、

今回新たな応募者でありましたが、既に市の他の

施設の指定管理者としての管理実績を有しており

ます。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間でございます。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の２２ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要を２３ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 ２４ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１５日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点した結果、６００点中、４４８点。平均

７４.７点ということで、総合的に判断して、当団

体を次期指定管理者の候補者として選定をいたし

ました。 
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 次に、議案第１３９号普通公園（上甑地域）の

指定管理者の指定について説明をいたします。議

案つづり、その２の１３９－１ページをお開きく

ださい。あわせて、議会資料は２５ページのほう

もごらんください。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１３９－

３ページの別表に記載のとおり、むつみ公園を含

む普通公園９公園で、指定管理者に指定する団体

は、昌和建設株式会社で、当団体は、現在の指定

管理者であり継続して行うことになります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５箇年間です。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の２５ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要を２６ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 ２７ページをごらんください。 

選定委員会を１０月１５日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点した結果、６００点中、４６１点。平均

７６.８点ということで、総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定いた

しました。 

 次に、議案第１４０号普通公園（下甑地域）の

指定管理者の指定について説明いたします。議案

つづり、その２の１４０－１ページをお開きくだ

さい。あわせて、議会資料は２８ページになりま

す。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１４０－

３ページの別表に記載のとおり、下甑しんきろう

の丘公園を含む普通公園１７公園で、指定管理者

に指定する団体は、太伸建設株式会社で、当団体

は、現在の指定管理者であり継続して行うことと

なります。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の２８ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要を２９ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 ３０ページをごらんください。 

選定委員会を１０月２４日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点した結果、６００点中、４０６点。平均

６７.７点ということで、総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定をい

たしました。 

 次に、議案第１４１号普通公園（鹿島地域）の

指定管理者の指定について説明いたします。議案

つづり、その２の１４１－１ページをお開きくだ

さい。あわせて、議会資料の３１ページもごらん

ください。 

 指定管理者に管理を行わせる施設は、１４１－

３ページの別表に記載のとおり、花瀬緑地公園を

含む普通公園１０公園で、指定管理者に指定する

団体は、太伸建設株式会社であります。当団体は、

現在の指定管理者であり継続して行うこととなり

ます。 

 指定する期間は、平成２７年４月１日から平成

３２年３月３１日までの５年間です。 

 指定管理候補者の概要は、議会資料の３１ペー

ジに、また指定管理候補者が示した事業計画の概

要を３２ページに記載しておりますので御参照く

ださい。 

 ３３ページをごらんください。 

選定委員会を１０月２４日に開催し、候補者の

ヒアリングを含め、厳正な審査を行ったあとで採

点した結果、６００点中、４３０点。平均

７１.７点ということで、総合的に判断しまして、

当団体を次期指定管理者の候補者として選定いた

しました。 

 今回、１１区分の募集をいたしましたが、

１０区分については、現在実施、行っていただい

ている団体が継続して募集いただき、今回、候補

者として選定いたしました。 

 １団体につきましては、新しい団体でしたが、

市の施設の指定管理の実績があるということで、

今回選定させていただきました。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）御苦労さんでした。 

 ただいま当局の説明がありましたが、これより

質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）１点だけです。 

 この審査項目の一番目、「事業計画による施設

の運営が市民の安全と平等利用の確保を図るもの

であるか」という配点が６０点なんですけど、ど

の事業者さんもここ満点がないんですけど、これ

って普通、満点じゃないんですか、ここは。平等



- 23 - 

 

に使えないような環境になってるということなん

ですか。そういうことはないと思うんですけど。 

 いや、単純な質問です。２、３、４、５は、こ

れはもう満点というのは、なかなか難しいだろう

とは思うんですけど、いかがでしょうか。 

○建設整備課長（四元新一）これは、大きな項

目で安全性や公平性の確保図るものという形なん

ですけど。この中には、いろいろと危機管理マニ

ュアル等をしっかりとつくっているとか、まだこ

の中身が細かく分かれておりまして、その中でま

た、年に防災訓練等実施しているかとか、あと公

平公正性にそういったことの記載事項がしっかり

とあるかとか。そういったところがございまして、

本来、単純に公平公正に利用させているかと、そ

こだけ見ますと、当然みんなそうされてるという

ふうに考えるとこですけど、この大項目の中でま

たちょっと小さいところ何項目かありまして、そ

こらをずっと見ていきますと満点にならないとい

う、まあ減点項目といいますかありまして、ちょ

っと説明がしずらいところなんですけど。大項目

は５項目、当然、大項目がありまして、これにま

たいろいろ小項目でいろんな内容の審査基準を持

っておりまして、そこで細かく審査していくと満

点になっていないということでございます。 

○委員（谷津由尚）後日で結構ですので、その

一番目の細かい審査項目の資料をいただきたいん

ですが、いかがですか。 

○建設整備課長（四元新一）わかりました。ま

た中身の確認をしていただければと思います。 

○委員長（宮里兼実）ほかに質疑はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、休憩をしたいと思います。再開は

１３時といたします。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１１時４９分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午後 ０時５９分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 午前中に質疑まで終了しましたので、これより

討論・採決を行います。 

 まず、議案第１３１号天神池公園の指定管理者

の指定について、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３２号都市公園（川内地域及び

樋脇地域）の指定管理者の指定について、討論・

採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３３号都市公園（樋脇地域）及

び普通公園（入来地域及び祁答院地域）の指定管

理者の指定について、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３４号普通公園（川内地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ
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とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３５号普通公園（川内地域、樋

脇地域及び入来地域）の指定管理者の指定につい

て、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３６号普通公園（樋脇地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３７号普通公園（東郷地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３８号普通公園（里地域）の指

定管理者の指定について、討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１３９号普通公園（上甑地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１４０号普通公園（下甑地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第１４１号普通公園（鹿島地域）の

指定管理者の指定について、討論・採決を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ
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とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（四元新一）それでは、議案第

１５７号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算の建設整備課分について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算に関

する説明書、第５回補正の４６ページをお開きく

ださい。 

 ６款３項１目農業土木総務費ですが、補正額

２１万３,０００円の増額で、補正後の額が１億

３４０万７,０００円となっておりますが、右側の

説明欄に記載のとおり、農村公園管理費で、天神

池公園の防護柵修繕や山田農村公園のブロワ修繕

等に要する経費をお願いするものでございます。 

 次に、５２ページをお開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費ですが、補正額

４ ,０６０万円の減額で、補正後の額が３億

９,０１７万３,０００円となっております。右側

説明欄に記載の３事業について、いずれも国の補

助事業における補助内示に伴い減額するものでご

ざいます。 

 次に、５４ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園緑地費ですが、補正額

２ ,８４０万円の減額で、補正後の額が３億

１９６万５,０００円となっておりますが、これも、

右側説明欄に記載の２事業につきまして、国の補

助事業における補助内示に伴い減額するものでご

ざいます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に返っていただきまして、１７ページをお開き

ください。 

 １５款２項６目土木費補助金ですが、補正額

９,３６７万１,０００円の減額で、補正後の額が

３億５,０１１万３,０００円となっておりますが、

建 設 整 備 課分 は 、１ 節道 路 橋 梁 費補 助 金

２,３６１万円の減額と、３節公園緑地事業費補助

金１,５７０万円の減額で、右側の説明欄に記載の

社会資本整備総合交付金及び公園施設整備事業補

助金を、国の内示に伴う対象事業費の減にあわせ

まして減額するものでございます。 

 続きまして、債務負担行為補正について説明い

たしますので、８ページをお開きください。 

 先ほど、各公園の指定管理者の指定について審

査していただきましたが、これらは全て委託料制

の施設でございまして、指定期間が複数年にわた

ることから、指定管理料の債務負担行為を設定す

る必要がございます。そこで、第４表に記載のと

おり、今回１１件分について補正するものでござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１５７号平一般会計補正予算の

審査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（四元新一）それでは、議案第

１６９号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算の建設整備課分について説明いたしますので、

予算に関する説明書の第６回補正の３１ページを

お開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費の補正額が６７万

３,０００円の増額となっておりますが、これは、

右側の説明欄に記載のとおり、国家公務員の給与

等に関する人事院勧告が出されたことに伴い、こ

れに準じて職員８名分の給与改定経費等の予算を

計上するものでございます。 

 次に、３２ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園緑地費の補正額が２６万円の

増額となっておりますが、これも、右側説明欄に

記載のとおり、同様の理由により職員３名分を計
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上するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設整備課長（四元新一）それでは、当課が

所管いたします主な事業につきまして説明いたし

ますので、建設水道委員会資料の４ページをお開

きください。 

 都市計画道路の駅前白和線の整備についてでご

ざいますが、平成２０年度より着工しております

が、平成２３年度、平成２４年度につきましては、

横馬場田崎線の整備を先行するという形で一時休

止状態となっておりましたが、皆様御承知のとお

り、ことし３月２２日に横馬場田崎線の供用を開

始しましたので、これに引き続き当路線の整備を

また再開しております。 

 ５ページをお開きください。 

 計画平面図があると思いますが、今後のスケジ

ュールにつきましては、今年度は、①から③の分

の用地取得及び建物等の補償業務を行っておりま

す。関係者の協力がいただければ、来年度から本

格的に工事に着手する予定としておりまして、平

成２７年度につきましては、新地橋。⑥というこ

とで破線で丸く囲ってある橋梁部分ですが、ここ

のかけかえのために仮設橋を上流側にかけまして、

あわせて仮設道路を設置します。⑤の破線でくく

ってある部分です。そこを設置しまして旧橋の撤

去、新しい橋台の一部を施工いたします。 

 平成２８年度が、橋台及び橋梁の上部工を施工

し、平成２９年度に、横馬場田崎線との交差点部

分を含む既設道路との取りつけ部の整備を全て行

いまして、平成２９年度内の完成を目指して、今

進めているところでございます。 

 このほか、道路事業としましては、網津踏切の

拡幅整備、また社会資本整備総合交付金や一般道

路整備事業等によりまして、地域より要望のあり

ました路線の拡幅整備等を実施しております。 

 公園事業につきましては、天辰第一地区土地区

画整理事業区域内で、三堂公園を今整備しており

ます。あと久見崎町の久見崎公園、いずれも平成

２７年度完了予定としております。 

 また、今年度より、河川空間の有効利用を図る

ため、向田地区かわまちづくり事業として西開聞

都市緑地公園を含む周辺の整備も行っておりまし

て、こちらのほうが、平成２９年度完成を目指し

て今整備を進めているところでございます。 

 公園管理につきましては、現在、都市公園、普

通公園、農村公園、全部で１９２箇所管理をして

おります。都市公園につきましては、平成２５年

度より、公園長寿命化計画に基づきまして、遊具

等の更新や施設の改修等を今実施しているところ

でございます。 

 以上が、当課が所管する事務です。簡単ではご

ざいましたけれど、説明をこれで終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）今、駅前白和線の説明をし

ていただきましたけども、仮設橋ができて仮設道

路をつくって、新しい橋桁をつくって橋をつくる。

そして、あそこを広くしていくちゅうことですよ

ね。 

 そうした場合に、平成２７年度で仮設をつくっ

て、平成２８年度で新しい橋脚をつくって橋をつ

くると。最終的に、日程的にはどのくらいで完成

をしていくのか、年度的にしていくのかが、まず

一つと。 

 もう一つは、仮設をつくった場合に、田崎から

来るアンダーを通って上がってくるこの交差点で

信号機がありますよね。この信号機の生かし方は、

どんな生かし方をされるのか、そこ辺をお知らせ

ください。 

○建設整備課長（四元新一）スケジュール的な

ものは、今おっしゃられた、平成２８年度で橋梁

をつくりまして、平成２９年度で橋梁の前後、あ

るいは横馬場田崎線の交差点付近、この辺のすり

つけ整備を行いまして、平成２９年度末には供用

開始したいと、完全なものにして。 
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 あと、横馬場田崎の信号につきましては、仮設

道路にあわせて、一旦また仮設を組むと。移設す

るという形で、一応考えております、信号につい

ては。 

○委員（新原春二）いい方向に進んでいくので

非常に期待をしているんですけども。ただ一つお

願いをしたいのは、田崎のほうから上がってきた

交差点にある信号機ですね。夕方になれば、太陽

との交錯があってほとんど見えないちゅう状況が

あるんです。上向きで上がってくるもんだから、

ちょうど太陽と信号機と重なって非常に見え方が

悪いちゅうのがあるので、そこら辺を、移設する

場合は一考していただければありがたいと思いま

す。お願いしておきます。 

○建設整備課長（四元新一）今ののは、私も若

干今でも感じているところでございます。今度ま

た、仮設道路をつくるとき移設をしますが、その

際、警察等とも協議をしながら、できるだけまぶ

しくないような形でできるように検討はしてみた

いと思います。 

○委員（大田黒 博）所管事務ですので、１点

だけ。御陵下公園の進捗を教えてください。 

○建設部長（泊 正人）大田黒委員のほうから、

前の本会議で、一般質問で御陵下運動公園の整備

についてということで、特に、フェンスにラバー

をというようなことでございました。 

 そこには行き着いておりませんが、１０月でし

たか、全九州の軟式野球大会があったときに、ブ

ルペンについては、二人投げられるブルペンの設

置をしてもらいました。 

 市長のほうも、かなりフェンスのラバーについ

ては気にしておりまして、調査をしなさいという

ことにはなっておりますが、ただ、激突してけが

をしたというのが、これまで聞いたことがなくて、

御指摘があって１件ありましたので、その辺の詳

細なところを調査している状況で、具体的にいつ

ラバーをつけるというまでの予算措置まではまだ

至ってないところでございます。 

 今後検討していくことになろうかと思います。 

○委員（大田黒 博）けがにおいては、私も聞

いた話で、中学生だったということで、皆さん、

その当時、２年ぐらい前だということで、知って

る人は知っておられるので、繰り返して言うよう

でしたけれども、事実でしたので少し早めに検討

をお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 以上で建設整備課を終わります。御苦労さまで

した。 

○委員長（宮里兼実）ここで協議会に切り替え

かえます。 

        ～～～～～～～～～ 

         午後１時２２分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後１時２２分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設維持課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１４２号 市道路線の廃止及び認定

について 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第１４２号市

道路線の廃止及び認定についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）前のほうで大きな

図面を利用させていただいて、説明をさせていた

だいてよろしいでしょうか。 

○委員長（宮里兼実）はい、どうぞ。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

１４２号の説明をさせていただきます。 

 議案つづりのその２の１４２－１ページ、あと、

その次のページ以降に認定と廃止の位置図を添付

してございます。そちらもごらんいただきながら、

こちらのほう大きく図面をつくっております。こ

れも見ていただいて説明させていただきたいと思

います。 

 議案第１４２号市道路線の廃止及び認定につい

てでございます。今回、市道路線の廃止が２路線、

それと認定路線が４路線ございます。 

 まず、廃止及び認定する路線のうち都山口線に

ついて御説明をさせていただきたいと思います。

位置図では、１枚目と４枚目でございます。こち

らの図面で説明をさせていただきたいと思います。 

 こちらが国道３号でございます。薩摩川内市の

都インターチェンジがこの部分でございます。水

引のほうに行くということで、現在の道路は黒で
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表示してございます。こちらを起点としまして、

都公民館の横を通り過ぎてここまででございます。 

 今回、西回りの整備に伴いまして、ここに、今

まで里道だったんですけど、ここがアンダーにな

ってまして、橋梁を整備をさせていただいており

ます。この既存の終点の部分のここの部分を、今

回新たに認定させていただきたいということで、

延長としまして１７８メーターございます。ここ

の橋梁の部分につきましては、ＲＣのアーチ橋、

鉄筋コンクリートのアーチ橋でございますけど、

幅員が４メーター、延長にしまして７０メーター

ございます。この部分を取り組んで新たに認定を

行うということでございます。 

 この黒を廃止して、赤の部分でまた新たに認定

を行う。同じ路線につきまして、廃止して、また

新たに認定をする作業を行っておりますが、これ

は道路法によりまして、起点もしくは終点を変更

する場合におきましては、既存の路線を廃止した

上で、また新たに認定をする手続をするようにと

いうことでなっておりますんで、こういう形にな

っております。よろしくお願いします。それが一

つです。 

 次に、同じく廃止及び認定する路線のうち、今

度は上之段線と、関連します認定路線の大浦線に

ついて御説明申し上げます。 

 上之段線と大浦線ですけど、ここが貝池になり

ます。甑島のほうの県道瀬上里線という、こうい

う形で今バイパス工事を行っておりますが、ここ

が長目の浜の横の貝池です。その横に県道がござ

います。 

 既存の上之段線につきましては、今のこの黒の

ところ、これが今の既存の道路です。旧浦内小学

校がここになります。 

 今回の道路工事に伴いまして、ここの部分、一

応取りつけになるんですけど、そこの部分が完了

したことに伴いまして、起点の部分を延長して終

点までという形でございます。この黒を廃止して、

赤の部分でまた新たに認定をさせていただきたい

と、そういうことです。 

 それと、既存の県道がこうありました、大浦線

ですけど。今度新たに大浦線を認定するんですが、

ここの残ってた部分について、県道のバイパス道

路が整備したことに伴いまして、残った県道の部

分について、市道にほうに一応引き継いで、新た

に市道認定をさせていただきたいと、そういうこ

とでございます。 

 最後に、草道原田線について説明をさせていた

だきます。位置図については３枚目になりますけ

ど。 

 こちらのほうが国道３号線、この道路の横に原

田川があります。南九州西回り自動車道の水引の

インターチェンジがここになります。ここがイン

ターチェンジと３号線との接続の場所です。 

 こちらの赤線の部分について、今回新たに認定

をさせていただきたいということの提案でござい

ますが、本路線につきましては、昭和６１年

１０月に、川内の右岸地区の圃場整備のために、

市道の廃止を行って農道に認定変更を行った路線

でございます。その後に、圃場整備完了後も市道

に認定されずにそのまま存置されていたものでご

ざいまして、今回、地元からの要望もありまして、

今後の維持管理も考慮しまして、新たに市道とし

て認定を行うものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）今御説明いただきました草

道原田線ですけど、現状は農道ということで、市

道に認定する場合の規格がありますよね、市道の。

幅員とか、道路の構造とか、砂利の構成とか、そ

ういうのは合格してるんですか。 

○建設維持課長（永田一朗）先ほど谷津委員の

ほうから質問されました、市道認定の基準につい

て説明しますと、道路幅員については４メーター

というのがございます。それと、側溝が整備され

ていることだったりとか、あと舗装が整備されて

いるという形のもので、おおむねこの部分につい

て、市道に認定する場合においては、民間個人の

方々が開発行為をして、道路に一応市道認定とし

て行う場合でございます。 

 ここの路線につきましては、延長的には

１,３３０メーター、幅員が１.６から９メーター

という形で、この１.６というのは、上流のほうの

道路の幅員でございますけど、幅員的には、その

部分についてはクリアはしていませんけど、前々

からその部分については市道だったということで、

今回も市道という形で認定をお願いしているとこ

ろでございます。 
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○建設部長（泊 正人）少し補足しますと、課

長からありましたとおり、県営の圃場整備事業を

するために、その区域内にあった市道というもの

は、一旦農道に落として圃場整備事業をしないと

いけないんです。そして、完了した時点で戻さな

いといけなかったんですけれども、それを市道に

戻してなくて、そのまま農道でしとったもんです

から、たまたま地元から、市道にしてもらったほ

うが今後要望とかもやりやすいということでした。 

 私が耕地課にいるころ、何か戻してなかったみ

たいなところでございまして。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

○委員（新原春二）ここは、西回りは今直前ま

で来てて、これからまた西回りがずっと伸びてい

く方向なんですが、その先がまだ手つかずで、ど

こをどう通っていくかもはっきりわからないと思

うんですけども、ここもどうせ西回りの何らかの

接点がありますよね。そうした場合に、それとは

全く今別でされているのか、そこ辺も想定をされ

ているのか、どうですか。 

○建設部長（泊 正人）先ほどの建設政策課の

ところで、水引阿久根間が、今後一括採択を目指

しているということで、机上で絵は描かれており

ます。今後採択されれば、測量設計に入って、交

差する市道、河川、里道、水路、全てにおいて、

管理者と協議が行われます。それを、先ほど須田

課長が、図面の段階でちゃんとしていこうという

話でおりました。恐らく、現在の高江から水引ま

での西回りの高さから言いますと、今の路線につ

いては上を通りますから、ボックスか何かで交差

する形になろうかと思います。 

 その辺の協議は今後出てまいります。 

○建設維持課長（永田一朗）都から、今回高江

の部分が供用されますけど、その部分については、

国のほうと協議した中で、その中では、１路線だ

けを市道認定するという作業だけでございます。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

１５７号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算の建設維持課分について御説明申し上げます。 

 まず、歳出から御説明いたします。予算に関す

る説明書、第５回補正の５２ページをお開きくだ

さい。 

 ８款２項２目道路維持費ですが、補正額２億円

の増額で、補正後の合計が７億１ ,７５６万

４,０００円となっております。これは、右側の説

明欄に記載してございますが、道路維持費の

１５箇月予算として、委託料５００万円と、工事

請負費１億９,５００万円の合計２億円の増額補正

を計上しております。 

 これは、公共事業の施工時期の平準化を図ると

ともに、市内全域の市道の側溝、舗装等の維持修

繕を行い、引き続き交通の安全の確保と生活環境

の向上を図るものでございます。 

 なお、予算概要の７ページにも記載されており

ますので御参照ください。 

 続きまして、予算書の５３ページをお開きくだ

さい。 

 ８款３項１目河川総務費ですが、補正額

３,０００万円の増額で、補正後の合計が１億

５,１９７万円となっております。これは、右側の

説明欄に記載のとおり、急傾斜地崩壊対策事業に

伴う委託料３００万円と、工事請負費２,７００万

円の合計３,０００万円を、県より県単急傾斜地崩

壊対策事業補助金として、追加の内示を受けたも

のでございます。 

 工事箇所としましては、楠元町の池平地区ほか

１箇所の委託及び工事に係る経費でございます。 

 なお、予算概要の７ページにも記載されており

ますので御参照ください。 
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 続きまして、歳入について御説明をいたします。

前に戻っていただきまして、予算に関する説明書

の１９ページをお開きください。 

 １６款２項６目土木費補助金、２節の河川費補

助金ですが、補正額１,３５０万円で、補正後の合

計が８,４１８万９,０００円となっております。

これは、右側説明欄に記載してありますが、先ほ

ど歳出で説明をいたしました、県から追加の内示

を受けました、急傾斜地崩壊対策事業補助金の

１,３５０万円でございます。補助率につきまして

は、２分の１でございます。 

 続きまして、繰越明許費補正について御説明を

いたします。 

 予算に関する説明書の前の７ページをお開きく

ださい。 

 ８款２項道路橋梁費、道路維持補修事業２億円

につきましては、先ほど歳出で説明いたしました、

道路維持費の１５箇月予算で、公共事業の施工時

期の平準化を図るため繰り越しをするものでござ

います。 

 次に、その下に記載してあります、８款３項河

川費、急傾斜地崩壊対策事業４,０００万円につい

ても、同じく先ほど、歳出歳入で説明いたしまし

たが、県から追加の内示を受けた２箇所の急傾斜

地崩壊対策事業の委託と工事請負費で、年度内の

完成が見込めないため繰り越しを行うものでござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）構成替えしてから初めてで

すので確認をしておきたいんですけども。道路維

持の関係で、平成２５年度までの、平成２６年度

に積み残しの件数と、平成２６年度になってから

の申請件数、それはどの程度あって、今現在どの

程度残っているのか、そこら辺ちょっとお知らせ

いただけませんか。 

○建設維持課長（永田一朗）それは、要望件数

ということでよろしいんですか。しばらくお待ち

ください。 

 新原議員の質問にお答えいたします。 

 平成２５年度の要望件数が、全体で９９５件ご

ざいます。執行しましたのが８１４件でございま

す。そのうち、未処理の部分が１８１件でござい

ます。執行率としましては、昨年度につきまして

は、９９５件のうち８１％の執行をしてございま

す。保留について、１８％ほど残ってて、平成

２６年度送りになっていると、そういうお話でご

ざいます。 

 平成２６年度の要望件数については、１１月末

現在で７２０件ございます。そのうち、処理済み

が４８３件でございます。６７％処理をしてござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（新原春二）相変わらず市民の要望が、

ここにはかなり多いと思って期待もしてるんです

が。今回、１５箇月予算を含めて２億円の追加が

出ておりますけども、非常に大変忙しい中で、前

年度１８％の残ということでしたので、だんだん

１５箇月予算の関係がきいてきてるのかというふ

うに、残が少なくなったということについては非

常に喜ばしいことであります。 

 件数が多いですので、本当に、今維持課のほう

も毎日頑張ってもらっておりますんで、さらにま

た残が少なくなるように、またよろしくお願いし

ます。要望です。 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 ここで、議案第１５７号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

１６９号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算の建設維持課分について御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書、第６回補正の３１ページ

をお開きください。 

 ８款２項１目道路橋梁総務費でございます。補

正額９７万９,０００円で、補正後の合計が１億

８８３万２,０００円となっております。これは、

右側の説明欄に記載のとおり、国家公務員の給与

等に関する人事院勧告が出されたことに伴い、職

員１２名の給与関係調整の予算を計上してござい

ます。 
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 次に、予算に関する説明書の４２ページをお開

きください。 

 １１款２項１目現年公共土木災害復旧費でござ

います。補正額３６万８,０００円で、補正後の合

計が３億１,１２２万２,０００円となっておりま

す。これも、先ほど説明しました、国家公務員の

給与等に関する人事院勧告が出されたことに伴い、

職員４名分の給与関係調整の予算を計上してござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局から説明がありますか。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、建設維

持課分の平成２６年度の予算及び主な事業の進捗

状況について御説明をいたします。資料はござい

ませんが、申しわけございませんが口頭で説明を

させていただきたいと思います。 

 まず、平成２５年度からの繰越分でございます。

道路維持費の１５箇月予算、あと急傾斜地崩壊対

策事業、これが３箇所ありました。それと、公共

災害復旧工事が４箇所ございました。これについ

きましては、ことしの６月までに全て工事を完成

執行しております。 

 次に、平成２６年度の当初予算の道路維持費に

ついて説明をさせていただきます。 

 舗装や側溝の修繕工事になりますが、ここの分

でいいますと、件数が４５８件ございます。約

９３％の進捗率でございます。 

 道路の伐採の業務委託がございますが、ここに

つきましては、本年度、現在で９３件、執行率で

いいますと９２％の執行を行ってございます。 

 それと、ガードレールやカーブミラー、区画線、

交通の安全対策工事ということで、交通安全施設

費を計上してございますが、ここにつきましては

７２件執行してまして、執行率が約８２％執行し

てございます。 

 先ほども、新原委員のほうからも説明がござい

ましたが、要望の件数については先ほど説明しま

したが、その内容について、多いものから申し上

げますと、ポケット補修や舗装の修繕、これが一

番多いです。次に側溝の蓋板の設置、側溝の修繕、

次にガードレール、カーブミラー等の交通安全の

要望、あと多いのが道路河川の伐採、しゅんせつ、

そういうものがほとんどでございます。 

 次に、昨年度も、一般質問の中で河川の寄り州

除去、河川の愛護作業の軽減はできないかという

ことで御意見をいただいてございます。そこで、

ことしの当初予算につきましては、河川の伐採に

係る経費としまして、昨年度から１００万円アッ

プして３００万円計上を行っております。それと、

河川しゅんせつに関しましては、昨年度と比べて

９００万円のアップで２,５００万円ということで、

増額を図ったところでございます。 

 結果、１１月現在で、河川の伐採を９箇所実施

しております。それと、河川のしゅんせつを

２４箇所実施しております。昨年度につきまして

は、河川伐採は８箇所、河川しゅんせつについて

は１１箇所でございました。そういう形で、多い

箇所で作業はさせていただいてると、そういう状

況でございます。 

 それと、急傾斜地崩壊対策事業については、当

初予算で３箇所工事費をいただいておりましたが、

祁答院の矢立農村公園のせせらぎの里の近くの大

山ノ口、それと川内の冷水地区、それと東郷の山

田下地区、いずれも工事がもう完成してございま

す。 

 この中の祁答院の大山ノ口地区と冷水地区につ

きましては、対策工事は全て本年度で完了したと

ころでございます。 

 それと、ことしの６月補正にて計上をいたしま

した、川内の山ノ口地区、それと喜入の２地区に

ついては、工事中で、来年１月の完成の予定でご

ざいます。 

 それと、内水対策工事についてでございます。

内水対策中長期ビジョンを昨年度作成しておりま

して、それに基づきまして、本年度、中郷地区を

メインにして事業を実施してございます。 

 工事につきましては、中郷の上池の斜樋の工事、

それと中郷地区の中の区画整理区域内でございま
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すが、都市下水路の接続の工事、それと上五代の

排水路の工事を予定しております。工事につきま

しては１２月の発注を考えてございます。 

 最後に、橋梁の長寿命化についても建設維持課

の事業でございますが、これにつきましては、橋

梁の長寿命化の計画を昨年度作成しております。

この計画に基づきまして、本年度、開戸橋ほか

６橋について、補修設計業務委託を発注してござ

います。２月末の工期で成果が出る予定でござい

ますので、本格的には平成２７年度から補修工事

に着手したいと考えております。 

 最後になりましたが、災害については、ことし

も台風、豪雨等がございましたが、大きな公共災

害には至っておりませんでした。ことしは公共災

害についてはございませんでした。 

 引き続き、災害対応、施設の維持管理等につき

まして、市民の安全安心を大事に精一杯取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 以上で所管事務報告を終わります。よろしくお

願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）今、建設維持課長がるる

説明されました。予算等を増額しながら地域の要

望に答えていただく、大変ありがたいと思ってお

りますし、感謝しております。 

 １点だけ。市がそうして事業できる、要望によ

って対応できるところは、それでぜひお願いした

いんですが、地域的に大変困っていることがござ

います。と言いますのは、県が寄り州で予算を組

みまして、その計画をもらってはいるんですけれ

ども、なかなか地元の寄り州、あるいはそういう

ものが進んでいかない。 

 実は、県河川の河川敷の雑草あたりの伐採をお

願いしたんですが、出水市まで含めて、振興局が

言うには２,０００万円しかないんですと。到底そ

の前後はできませんということで、言われたこと

は、地元でやるしかないですちゅうようなことを

言われてるんですが、コミ協の会長を含めて、頭

を抱えておられます。「大田黒いけんかできんと

か」ちゅうことでしたけども、結構大きな木も伸

びて、河川敷がもう山のようになっているところ

があるわけです。 

 だから、県の方々に、どういう形で申したらい

いのか。「はい、わかりました」って、それぐら

いしかないのか。市でそういうようなのをお持ち

なら、そういうふうにどんどん進んでいく中に、

取り残されてたり、大変見苦しい地点になってい

くなと。「自分たちでしてください」って、今度

どうやってそういうのを、対応をクリアしたらい

いのか、大変困っておられますので、分かる範囲

で、少し方向性があったら教えていただきたい。 

○建設部長（泊 正人）県河川の話になってき

ますと、建設政策課が窓口なのかなと思いますけ

れども。祁答院地区だけじゃなくて、他の地区か

らも、同様の御意見、要望がありますので、１回

取りまとめて、市長名なりで、下協議をしてから、

１回、そういう形で県のほうに申し上げたいと思

います。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

○委員（谷津由尚）所管事務全般ということで、

これも、もしかすると建設政策課になるかもしれ

ません。 

 今、南九州西回り自動車道が、来年３月で、都

高江間が接続、供用開始になります。そうしたと

きに、水引インターのところが、３号線との接続

が、御存じのとおり大変広くきれいに整備された

交差点なんですが、信号がないんです。あの辺が

大分詰まるんじゃないかという気がして、そこは

何か今お考えなのかどうかを、市として。 

○建設部長（泊 正人）一昨年、供用開始した

時点から、国土交通省あるいは公安委員会のほう

も、その辺はもう頭に入っておりまして、恐らく

都・高江間の供用を待って、交通量がふえてくる

でしょうから、その辺での対応になろうかと思い

ますけれども。確実にいつとか、予算化されてる

ちゅう情報は入っておりませんので、確認をした

いと思います。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～ 

         午後１時５６分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後１時５７分開議 

         ～～～～～～～～～ 
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○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、都市計画課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）まず、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１５７号

平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、

都市計画課に係る、初めに歳出について御説明申

し上げますので、予算書、予算に関する説明書、

第５回補正の５４ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費の説明欄をごらん

ください。事項、都市計画総務費の公共サイン整

備事業において、執行見込みに伴う電源立地地域

対策交付金の充当額の変更等により、工事請負費

５００万円を減額するものでございます。 

 次に、同じく２目街路費は、中郷五代線整備事

業費におきまして、一般国道３号との接続等に係

る鹿児島国道事務所及び県公安委員会との実施協

議に詳細設計が必要となり、委託料５００万円を

増額するほか、国庫補助内示に伴いまして、土地

購入費３,７００万及びつけかえ道路受託合併工事

負担金５,４２０万円をそれぞれ減額するものでご

ざいます。 

 続いて、歳入について御説明いたしますので、

前に戻っていただきまして、１７ページをお開き

ください。 

 １５款２項６目２節都市計画事業費補助金は、

中郷五代線整備事業に係る社会資本整備総合交付

金の内示に伴い、５,１８１万１,０００円を減額

するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）今ほど御説明ありました土

木費補助金の都市計画事業費補助金５,１８１万

１,０００円の減額ということで、これは、予定に

対して内示金額がこれだけ下回ったということで

すね。 

○都市計画課長（山村昭一郎）そのとおりです。 

○委員（谷津由尚）この原因というのは何なん

ですか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）要望としては上

げてたんですけど、原因が何かと言われたらあれ

ですけど、内示額としてこれだけしか来なかった

というふうなところでございます。 

○委員（谷津由尚）ということは、この

５,１００万円分の事業ができないということに当

然なりますよね。その調整というのは、問題は起

こってないですか、今のところ。 

○都市計画課長（山村昭一郎）現時点で、お金

が足りないことによって進んでないというふうな

状況は起きてないです。 

 今年度来なかった分については、当然、来年度

要求していくというふうな形をとりますので、来

たお金の範囲内で事業調整しながら実施していく

というようなところになってございます。 

○委員長（宮里兼実）ないですか。 

○委員（川畑善照）予算とも関連すると思うん

ですけど、中郷五代線の後残った土地の、現在契

約して、売却したパーセンテージ、あと残りがど

れぐらいかと。３号線入り口のもとの相信。その

後、市比野温泉病院が買い取った、あそこはもう

解体中ですが、あそこは済んでると思います。ほ

かのところのパーセンテージを教えてください。 

○都市計画課長（山村昭一郎）後ほど所管事務

報告におきましても、御説明する予定でございま

したけれども、用地につきましては、今、中郷五

代線、道路事業に係る用地としては７５％が完了

しているというふうな状況でございます。 

 今おっしゃられた太平橋から下流の相信の、あ

そこにつきましては、国のほうで用地買収等を行

っているというふうな状況でございます。 

○委員（川畑善照）関連するんですけど、予算

と関係ないんだけど。いずれにしても、先ほど言

おうとしましたが、あそこの出入り口の混雑が予

想されるんですけど。信号機の問題、３箇所にな

るわけですが、その具体的考え方を教えてくださ

い。 

○都市計画課長（山村昭一郎）あそこの交差点

が３箇所になるというふうなところで、ことしの

５月に、もともと公安からの指導としましては、
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ちょうど真ん中になります大小路１８号線、マル

ゼン商事さんがあるところ、あそこについては信

号機を撤去するようにというふうな御指導がござ

いました。 

 その撤去に当たっては、当然住民の皆さんの理

解を得て撤去するようにという御指導がありまし

て、ことしの５月に、住民の皆さんに対して御説

明申し上げたところ、やっぱりあそこを撤去する

ことによって、逆に中側の交通が渋滞が発生予想

されて、危険になるのではないかというふうな話。

それから、やっぱり不便になるというふうなとこ

ろから、信号を残していただきたいというふうな

強い要望がございまして、それを受けまして、市

としましても、やっぱり残したほうが、最終的に、

交差点は３箇所になるんですけれども、市道のほ

うも含めて安全に通行できるのではないかという

ふうに考えまして、今警察と協議中というような

ところでございます。 

 残す方向で、市としては協議をしているという

ふうな状況で、また、公安とのやりとりの中で、

おおむね方向性が見えた段階で、住民の皆さんに

は再度御説明を申し上げたいというように考えて

いるところでございます。 

○委員（川畑善照）今言われたとおり、残そう

とされているんですが、その結果によっては、地

域の方々に十分納得いくようなやり方で、右折禁

止になると、大変な混雑が出るということを聞い

ておりますので、そこのところ十分配慮をいただ

いて、地元との交渉をしっかりして進めていただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 ここで、議案第１５７号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１６９号

平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、

都市計画課に係る歳出について御説明申し上げま

すので、予算書、予算に関する説明書、第６回補

正の３２ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費の説明欄をごらん

ください。事項、都市計画総務費において、人事

院勧告に伴う一般職員の給与改定等に係る職員給

与等１０４万３,０００円を増額するものでござい

ます。 

 なお、歳入予算の都市計画課に係る今回の補正

はございません。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）所管事務調査に

つきまして、配付資料はございませんけれども、

３件報告させていただきたいと思っております。 

 図面を張って説明をいたしたいのですけれども、

よろしいでしょうか。 

○委員長（宮里兼実）はい、どうぞ。 

○都市計画課長（山村昭一郎）まず、中郷五代

線の状況につきまして御説明申し上げます。 

 平成２３年度から用地買収に着手しまして、現

在まで川内川河川事務所の引き堤事業と協働で進

めてきております。そこを中心に現在の状況を御

説明申し上げます。 

 まず、用地の状況ですけども、先ほども御説明

させていただきましたとおり、平成２６年の

１１月末現在で、用地取得率７５％というふうな

ところで、今年度末を目標に、太平橋までの用地

買収を行う予定で順調に進めてきているというよ

うなところでございます。 

 また、工事に関する状況でございますけれども、

道路築造工事につきましては、河川改修とあわせ

て実施するというふうなところで、－天体橋、

これが天大橋になりますけれども－天大橋の上

流 か ら 新 幹線 の ちょ っと 上 流 ま で、 こ の
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４００メーター区間につきまして、ことしの７月

２２日付で、九州地方整備局と合併受託工事に係

る基本協定を締結しております。 

 また、そのうち天大橋の下流から河川事務所の

前の付近でございますけれども、この２４０メー

ター間につきまして、今年度の当該工事に係る協

定を締結し、それを踏まえて、ことし９月末に工

事が発注されているというような、現在着手され

ているというふうな状況でございます。 

 事業の完了につきましては、中郷五代線につき

ましては、平成２８年度末完了というとこで事業

認可を受け事業を進めてきているところでござい

ますけれども、国の河川事業との事業調整などに

より、二、三年程度延伸が必要というふうなとこ

ろで、来年度、事業延伸に係る事業認可変更の手

続を行うことを考えております。 

 なお、今後、住民の皆様、工事が進むことによ

って新たな意見も、また質問等も生まれてくると

思いますので、そこにつきましては、いろんな御

意見を伺いながら進めていきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、２件目でございます。 

 薩摩川内都市計画マスタープランの策定状況に

ついて御報告させていただきます。 

 平成１６年度の市町村合併後、本市には、川内

都市計画区域、それから樋脇都市計画区域、入来

都市計画区域、この三つの都市計画区域が指定さ

れており、その三つの都市計画に対する整備の方

針を定めた薩摩川内都市計画マスタープランを、

平成１８年度に策定したところでございます。 

 ことし、三つに分かれていた都市計画区域の統

合、それから、あわせて開発が進んでおります斧

渕地区、それから永利・塔之原地区、それから日

之丸周辺地区につきまして、新たにそこを加えま

して、一つの薩摩川内都市計画区域というふうな

ところで、ことしの１０月１０日に変更したもの

でございます。 

 これに伴いまして、都市計画マスタープランを、

ことし、それから来年の２箇年にかけて策定する

ことで、現在作業を進めているというふうなとこ

ろでございます。 

 作業状況としましては、より多くの市民の意見

を反映させるということを目的としまして、応募

いただいた市民によるワークショップの開催、そ

れから学識者等の専門家で構成する委員会等を複

数回行い、最終的に薩摩川内都市計画審議会での

審議を予定しておるところでございます。 

 現在、第１回目のワークショップを実施して、

今後委員会を実施する予定でございます。 

 今後は、市民や専門家の意見を伺いながら、よ

りよいものをつくっていきたいというふうに考え

てございます。 

 最後に、３件目でございます。 

 一般国道３号御陵下地区景観整備事業の進捗で

ございます。 

 この事業につきましては、国道３号において、

国土交通省鹿児島国道事務所が行う無電柱化事業

とあわせまして、向田地区、大小路地区と、順次

バス停上屋などの景観整備を図ってきているもの

でございます。 

 当該事業につきましては、今回、国道２６７号

交差点から風口交差点までの区間につきまして昨

年度より事業化され、地元住民による協議会など

と協議しながら進めているところでございます。 

 工事の内容としましては、鹿児島国道事務所に

より電線等を地中に通すまでの管路やボックス、

透水性のカラー舗装、それから照明灯を行ってい

ただき、市としましては、歩道の景観整備事業を

主として、バス停上屋６基、それからベンチ

１０基のほか、市の町並みの説明及びマップ等を

載せた案内板２基などの設置を行うこととしてお

ります。 

 工事の完成につきましては、現時点では、鹿児

島国道事務所及び市とともに、今年度末での完成

を目指しているところでございますけれども、電

線管理者による電柱の撤去工事、またそれに伴う

残工事については、来年度となる見込みでござい

ます。 

 工事に際しましては、通行者の安全対策を十分

に図りながら実施していきたいと考えております。 

 簡単でございますけれども、一般国道３号御陵

下地区景観整備事業の報告をさせていただきます。 

 以上で報告は終了となります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（川畑善照）大小路地区の国道２６７号

交差点までを電線地中化と、歩道をカラー舗装さ

れると聞きましたが、そうなった場合に、ほとん

ど駐車場があるところは、車が出入りします。歩
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行者がスリップしないような、カラー舗装でよく

起こり得るのは、歩行者の転倒とか、あるいはバ

リアフリーの問題とか、車の出入りとか、そこの

ところが物すごく問題になると思うんですが、そ

ういうところは十分配慮されてるんでしょうね。 

○都市計画課長（山村昭一郎）国道事務所が基

本的には行う事業ではございますけれども、そう

いうふうなところにつきましては十分に考慮され

ているというように考えております。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

○委員（新原春二）３箇所の説明がありました

けど、もう一つは、中郷五代線の関係で、工事が

どんどん進んで、今からいくと思うんですけども、

工事の進捗、今住宅が撤去されているんですが。

あそこを、新しい道路を先に通してから引き堤工

事に入っていかれるのか、そこら辺の工事の進捗、

どんな観点でいかれるのか、そこをまず１点お知

らせください。 

○都市計画課長（山村昭一郎）中郷五代線、今

回整備するところを全てつながった上で通すとい

うふうなところではなくて、今とりあえず天大橋

から下流の２４０メーターの区間を、先に今年度

つくりまして、来年度、天大橋から上流を、今中

郷のほうはもうできておりますので、そこまでつ

なげると。来年度いっぱいで、イメージとしては

河川事務所の前の通り、そこまでを来年度末での

供用を目指すと。そこから切り返しというふうな

形で進めていくというふうなところでございます。 

○委員（新原春二）地元の方々が心配されるの

は、どんなふうにつけかえがされていくのかなと

いうことです。今、中郷五代線から開戸橋の下ま

で来ていますよね、中郷五代線が来てますよね。

あれをずっと通して、ＪＲの手前まで、河川事務

所のあそこまで当面は持ってこられるんでしょう

けども、それが大体いつごろになのか。今の中郷

五代線をいつまで使って、つけかえがどのくらい

の時期になっていくのか、そこら辺のつけかえの

関係はわかってますか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）現時点での予定

としましては、上流からずっと来まして、河川事

務所のところまでを平成２７年度末で供用開始さ

せると。その後は、田原病院から、ちょっとおれ

んじ鉄道の関係がございますので、そこの部分に

つきましては最終年度のほうになってくるんでご

ざいますけれども、先に田原病院から下流側まで

を先に整備を行うと。最終的におれんじ鉄道の関

係のところを、河川の事業と同じペースで進める

としたら平成３０年度程度に道路もなってくると

いうようなところで、今、おおむね大体いけるだ

ろうというふうなところは、河川事務所のところ

まで平成２７年度末というふうなところは、おお

むねその範囲内はいけるだろうというふうなとこ

ろで事業を進めていると。 

 一応、道路の切りかえに関しましては、本年度

も住民に対する説明会も行いました。また、今回

の工事に関するところに住まれている方々への説

明も、９月５日だったと思いますけれども、こう

いうふうな切りかえになりますというふうなとこ

ろで御説明は、一応申し上げているところでござ

います。 

○委員長（宮里兼実）ほかにないですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（森満 晃）今の中郷五代線で、おれん

じ鉄道の部分の工程はどうなるんですか。やはり

また下を通すとか、その部分は。 

○都市計画課長（山村昭一郎）構造的につきま

しては、当然、おれんじ鉄道のちょっと下をアン

ダーでくぐるような形になってきます。 

 実際、いつ工事が始まるのかというふうなとこ

ろにつきましては、今河川事務所と一緒になりま

して、おれんじ鉄道と協議を進めているところで

ございます。 

○議員（森満 晃）じゃ実際の横馬場、あそこ

みたいに結構時間がかかるような感じなんですか。 

○建設部長（泊 正人）基本的には、横馬場田

崎のようなアンダーになるんですが、あれほど深

くは下がらなくていいということでございました。

２メートル前後じゃないかということでした。 

 横馬場田崎は複線、何本も線路がありましてあ

あいう大型構造ですが、大小路のほうは単線です

ので、そんなにはかからないというふうに考えて

おります。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はつきたと認めます。 

○建設部長（泊 正人）先ほどの建設維持課の

ところで、水引インターの信号の話をしましたが、

先ほど調べてもらいましたら、今回の開通に伴っ
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て設置をする予定であるということらしいです。 

○委員長（宮里兼実）以上で都市計画課を終わ

ります。御苦労さまでした。 

ここで協議会に切り替えます。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後２時２１分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後２時２３分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、区画整理課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１６２号 平成２６年度薩摩川内

市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計

補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１６２号平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土

地区画整理事業特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、議案第

１６２号平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土

地区画整理事業特別会計補正予算について御説明

申し上げます。 

 まず、歳出のほうから御説明申し上げます。 

 予算書、予算に関する説明書の１２７ページを

お開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費において

３,３００万円の減額補正をお願いしております。

備考欄をごらんください。工事請負費３,３００万

円の減額については、国の内示額に伴い工事請負

費を減額するものであります。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、前

に戻っていただき、１２２ページをお開きくださ

い。 

 ３款１項１目国庫補助金１,２６０万円は、国の

内示額に伴い減額するものであります。 

 次のページ、１２３ページをお開きください。 

 ４款１項１目県補助金１４万２,０００円は、国

の内示額に伴い、県より土地区画整理事業補助金

として収入するものであります。 

 次の１２４ページをお開きください。 

 ５款１項１目一般会計繰入金２ ,４７３万

５,０００円は、歳出の補正に伴い財源調整により

減額するものであります。 

 次の１２５ページをお開きください。 

 ６款１項１目繰越金２５９万３,０００円は、前

年度繰越金の確定により純繰越金を計上したもの

であります。 

 次のページ、１２６ページをお開きください。 

 ８款１項１目土地区画整理事業債１６０万円は、

国の内示額に伴い合併特例事業債を増額するもの

であります。 

 次に、１２８ページをお開きください。 

 第２表地方債補正については、起債対象額の増

額に伴い限度額の変更をするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６３号 平成２６年度薩摩川内

市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会

計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６３号平

成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整

理事業特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１６３号平

成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整

理事業特別会計補正予算について御説明申し上げ



- 38 - 

 

ます。 

 まず、歳出のほうから御説明申し上げます。 

１３７ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費において、

３９０万円の増額補正をお願いしております。説

明欄をごらんください。補償金３９０万円につい

ては、横馬場田崎線道路築造工事施工による、建

物等損失補償金として、２件分、３９０万円を増

額補正するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

前に戻っていただき、１３５ページをお開きくだ

さい。 

 ３ 款 １ 項１ 目 一般 会計 繰 入 金 ３０ ３ 万

８,０００円は、歳出の補正に伴い、財源調整によ

り増額するものであります。 

 次の１３６ページをお開きください。 

 ４款１項１目繰越金７６万３,０００円は、前年

度繰越金の確定により純繰越金を計上したもので

あります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、議案第

１５７号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正予

算のうち、区画整理課に係る一般会計補正予算の

歳出について御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書の５４ページをお開きくだ

さい。 

 ８款５項３目土地区画整理費であります。備考

欄をごらんください。天辰第一地区土地区画整理

事業特別会計及び川内駅周辺土地区画整理事業の

補正に伴い、一般会計から繰出金２,１６９万

７,０００円を減額するものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１５７号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第１７３号 平成２６年度薩摩川内

市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計

補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７３号平

成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理

事業特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１７３号平

成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理

事業特別会計補正予算について御説明申し上げま

す。 

 まず、歳出のほうから御説明申し上げます。 

 予算書、予算に関する説明書の８４ページをお

開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費でおいて、

３９万７,０００円の増額補正をお願いしておりま

す。備考欄をごらんください。第６回補正予算に

ついては、議案第１６７号の職員の給与に関する

条例等の一部改正に伴い補正額を計上しておりま
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す。当課の関係分として、給料、職員手当等ほか、

共済費を計上しております。 

 次に、歳入について御説明申し上げまので、前

に戻っていただき、８３ページをお開きください。 

 ５款１項１目一般会計繰入金３９万７,０００円

の増額補正については、財源調整により増額する

ものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１６９号平

成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、

区画整理課にかかわる一般会計補正予算の歳出に

ついて御説明申し上げますので、予算に関する説

明書の３２ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理費であります。備考

欄をごらんください。 

 天辰第一地区土地区画整理事業特別会計の補正

に伴い、一般会計から繰出金３９万７,０００円を

増額するものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第１６９号一般会計補正予算の審査

を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に所管事務調査を行い

ます。 

当局に説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、天辰第

一地区、天辰第二地区、川内駅周辺地区土地区画

事業について、図面にて御説明させていただきた

いと思います。 

資料につきましては、建設水道委員会資料の

６ページをお開きください。 

 それでは、御説明をさせていただきます。 

 まず、天辰第一地区土地区画整理事業から御説

明させていただきます。建設水道委員会資料の

６ページをお開きください。 

 目的については、後ほどお目通しをしていただ

きたいんですが、平成９年度から平成２８年度の

施工期間でございます。区域面積が７５.４ヘク

タール、平均減歩率が２９.０５％でございます。

計画人口が４,５００人、建物戸数が４０４でござ

いまして、残りは１戸でございます。それから、

事業費が１８１億５,６００万円でございます。事

業進捗率は現在８５％でございます。建物移転が

９９％ということでございまして、現在まで都市

計画道路、橋梁等の公共施設の整備を行っており

ます。 

 また、寺前古墳の公園整備、墓地の整備などを

中心に行っているところでございます。あと、天

辰第二地区との地区界は、二地区と同時施行を考

えておりますが。本年度２６年度ですけども、現

在、この赤の部分なんですが、大体二地区との段

差のところを整備を進めておりまして、中心的に

はこの周辺の橋梁並びに道路、宅地の整備を行っ
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ておりまして、平成２７年度を含めましてある程

度、仕上げていきたいということでございます。 

 残りが二地区との段差のところがありまして、

現在この黄色いところの工事を進めているんです

けども、高低差が１２メーター程度ありまして、

ここは天辰第二地区が整備をしないとなかなか次

に進まないと。それと、こちらにつきましても

３メーターぐらいの段差がありまして、二地区と

整備を進めることで平行に工事を進めていきたい

ということでございます。 

 それから、寺前古墳につきましても文化課のほ

うで現在進めているわけですが、一応区画整理課

で工事は行っております。現在、来年の３月に向

けてある程度道路等も整備を進めるということで

行っているところでございます。あと、残りにつ

きましては笹脇墓地周辺、ここにつきましては墓

地管理組合と現在協議を進めながら、今後の計画

を話し合っているところでございます。 

 残りの個々につきましては、なかなか建物移転

に時間を要していたんですけども、ようやく解決

しまして本年度中に建物移転を進めていきたいと

いうふうに考えておりまして。天辰第一地区につ

きましては今後橋梁を２箇所、本年度第２堅山橋

の工事を発注する予定で、現在協議を行っており

ます。第２三堂橋と新堅山橋につきましては、下

部工は済んでいまして、来年度、平成２７年度に

上部工をかけるということで進める予定でござい

まして、おおむね平成２７年度である程度の形は

できるのかなというふうに考えているところでご

ざいます。 

 次は、二地区について御説明申し上げます。し

ばらくお待ちください。 

 今、御説明しましたように、二地区と一地区の

段差解消がありまして、これから左側が一地区で

ございます。二地区との段差解消はこの周辺が

３メーターぐらい、この周辺が１２メーターとい

うことで、今回は川内川の河川改修と平行に二地

区の整備をするということで、６ページをお目通

ししていただければよろしいんですが。現在のと

ころ平成３０年に事業着手をしようということで

計画をしておりまして、平成２６年度に都市計画

決定を行うということで今、県、国と協議をして

おりまして、平成２７年の５月に都市計画決定、

環境影響評価の告示・縦覧ということで進めてお

りまして今、県知事地の意見書待ちでございます。 

 それから、平成２７年度、来年度でございます

けども、ここにつきましては国から河川交換金を

もらう予定でございまして、そのための建物の調

査を行います。それから、実施計画、事業計画の

作成を来年は進めていきたいということでござい

ます。仮換地指定につきましては、平成２９年度

予定。それから、川内川河川交換金の締結を平成

２９年度で進め、平成３０年度に本格的に着工し

たいということでございます。 

 現在、区域面積が５０.９ヘクタール、それから

地権者数が２１１名でございます。計画人口が

２,３４０人、建物戸数が１２１戸ということでご

ざいます。平均減歩率が３３％なんですけども、

今後もこれも一地区が２９％ですので、今後また

調整をしていくということで今計画段階での減歩

率でございます。 

 それから、平成２６年の７月の２４日、住民説

明会を行っておりまして７８名参加されました。

それから、８月２８日地権者説明を５６名という

ことでございます。今は順調に協議も進みまして、

地権者とも同意を得て進めているところでござい

ます。二地区につきましては、そういうことでご

ざいます。よろしくお願いします。 

 次に７ページをお開きください。 

 川内駅周辺土地区画整備事業でございますが、

施工期間が平成１５年度から平成２８年度という

ことで、平成２８年度で清算が終了するというよ

う な こ と でご ざ いま す。 事 業 費 が４ ２ 億

８,５００万円でございます。建物もここ、済みま

せん、建物移転約１００％となっております。

「約」を消していただきたいと思います。申しわ

けありません。換地処分がことしの２月の２８日

に終わっております。 

 清算金としまして１５件交付しております。徴

収が１件です。徴収につきましては、市のほうか

ら徴収しております。事業予定としましては、街

区公園の整備を、横馬場・田崎線の周りのちょう

どＪＲとの境なんですけども、東親水公園整備を、

繰り越しでございますが来年の２月に向けて事業

を行っております。 

 清算金につきましては平成２８年度までに徴収

３４件、今後ありまして３３件を行うことになっ

ております。徴収につきましては、最高が９万円

程度、少ない人で１５８円というような形でやっ

ております。 
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 それから、先ほどの補償金でございますけれど

も、横馬場・田崎線の工事を行ったときに、平成

２２年度に建物調査を６戸を行っておりまして、

工事車両等の振動によりまして建物に影響がある

だろうということで事前に調査しておりました。

それで、今回２件につきまして、犬走りにクラッ

クが入ったり、クロスが剥がれたり、建具が傾い

たりという損傷がありまして、２件の方につきま

して今回３９０万円の補正予算を計上しておりま

す。これにつきましても、事前に協議をしまして

ある程度和解をしているところでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）今の説明の一番最後の補

償金がありますよ、それはどういう意味ですか。

もう一回もう少し詳しくお願いします。 

○区画整理課長（川畑 稔）今回の補正予算で

上げさせていただいたんですが、従来の工事だと

１年間の中で工事を進めているんですが、横馬

場・田崎線につきましてはＪＲとの協議、並びに

期間を要するということから地元のほうと振動の

よる損傷があるんじゃないかということで、平成

２２年に工事に入る前に、事前に建物調査をさせ

ていただいて、ことし工事が完了したものですか

ら、再度調査をしましてその調査の内容と照らし

合わせて、最低限こちらのほうで補償せざるを得

ない分だけを補償させていただくというような形

で進めているところでございます。 

○委員（大田黒 博）それはその申告制じゃな

く、悪くなったとかそういうんじゃなくて、想定

される振動とか、そういうもので壁とかそういう

ものが少し傷んだりそういうことですか。 

○建設部長（泊 正人）いろんな工事がありま

す。維持工事みたいに側溝を入れたりとかそうい

うのがあって。本来、全て町なか家が隣接してい

るところなんかはするべきなんでしょうけど、そ

こまで余裕もいとまもないわけですが。ここのよ

うにくいを打ったり矢板を打ったり、そういう大

型工事をする場合の振動が予想される場合には、

先にそういう沿線の建物の調査をして、済んだ後

に写真とか照らし合わせて、もちろん家主さんも

立ち合わせて、そこでお互いに認められるものが、

ちゃんとした公共のそういう積算屋に出して決ま

った額で締結して支払うと、そういう制度です。 

○委員（大田黒 博）わかりました。何件と言

われましたっけ。その何件というのと、あと補償

しましたよ、それにプラスアルファをされるんで

すか、そういうときには。補償費として。 

○区画整理課長（川畑 稔）６件調査をしてお

ります。特に、横馬場・田崎線の周辺ということ

で振動があるというような形で、離れたところで

はやっておりません。 

○委員（大田黒 博）お金とかで。 

○区画整理課長（川畑 稔）お金についてはあ

くまでもうちのほうの補償金ですので、本人がそ

れを修理をする、しないは本人の判断ということ

でございます。 

○建設部長（泊 正人）補償金が算出されたの

を相手さんにもう渡してその時点で終わりです。

その渡した後、その人がそれで修理するか、修理

せんかは相手方の自由で、その後一切何も言いま

せんというところで終わりになります。 

○委員（川畑善照）結局、川内川の一番端から

次の２工区の終わりはどこなんですか。ちょっと

はっきり教えてください。例えば、あそこに狭い

んですけど、カーブをして、大黒屋の卸部があっ

たりしますよね。あのあたりも入るんですか。ま

だ先ですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）済みません。図面

で説明してよろしいですか。 

大黒屋の周辺はこの辺になります。ちょうど防

災的にも説明をするときに離合するところがこの

辺ですので。ちょうど東郷に行くところの終わり

に橋がありますよね、高いところ。あそこまで行

きます。 

○委員（川畑善照）あそこまで直線で行くわけ

な。 

○区画整理課長（川畑 稔）そうですね。直線

で行きます。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑は。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で区画整理課を終わります。御苦労さまで

した。 
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 ここで協議会に切り替えます。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後２時５０分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後２時５１分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△入来区画整理推進室長の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、入来区画整理推進

室長の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第１７４号 平成２６年度薩摩川内

市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会

計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１７４号平成２６年度薩摩川内市入来温泉場地区

土地区画整理事業特別会計補正予算を議題といた

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）議案

第１７４号平成２６年度薩摩川内市入来温泉場地

区土地区画整理事業特別会計補正予算について御

説明申し上げます。 

 補正予算の内容について歳出のほうから御説明

申し上げますので、９４ページをお願いいたしま

す。 

 １款１項１目土地区画整理事業費におきまして、

３７万３,０００円を増額するものであります。議

案第１６７号の職員の給与に関する条例等の一部

改正に伴う補正額を計上したものであります。説

明欄記載のとおり給料、職員手当、共済費であり

ます。 

 次に、歳入について説明をいたしますので前に

戻りまして９３ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目一般会計繰入金は歳出で説明した

ことに伴うものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案は原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました、議案第１６９号一般会計補正予算

を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）議案

第１６９号平成２６年度薩摩川内市一般会計補正

予算のうち、入来区画整理推進室に係る一般会計

補正予算の歳出について御説明申し上げます。 

 ３２ページをお願いします。 

 ８款５項３目土地区画整理費において、入来区

画整理推進室分として３７万３,０００円の増額を

お願いしております。 

 これにつきましては繰出金でございまして、特

別会計で説明いたしましたことに伴うものであり

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 
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 当局に説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）計画

の概要につきまして、簡潔に御説明いたします。 

 委員会資料の７ページ、下のほうをごらんくだ

さい。 

 計画の概要でございますが、施工期間平成

１２年度から平成３０年度でございます。面積、

約１４ヘクタール、建物戸数、１９５戸でござい

ます。 

 平成２６年１１月末現在の進捗率が事業費で

７３％、建物移転で１５０戸の７７％となってお

ります。今後の予定でございますが、引き続き都

市計画道路、区画道路、公園等の公共施設の整備、

建物移転補償等を行っていきます。 

 なお、現在新公衆浴場の建設にかかわる関連工

事を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）今説明がありましたが、ま

ず図を見て、あと規格道路以外の白地の部分はど

んなふうに進んでいくんですかね。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）黄色

の部分については、もう既に完了したところでご

ざいますが、今御指摘ありました白い部分につき

ましては今後残りおおむね２５％の事業費でもっ

て行っていくところであります。 

 これにつきましては、この地区にも二地区等が

存在しまして、これらをやるかやらないかについ

ては今後の議論となるわけですが、いろんなそう

いうものを含めて今後整理していく箇所でござい

ます。 

 以上です。 

○委員（新原春二）どっちから進んでいくんで

すかね。上のほうから斜めに入っているところか

ら進めていくのか。今度温泉の地域のほうから始

めていくのか、全体的に進めていくのか、どっち

ですか。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）前に

主幹がおりますので、主幹に説明をさせます。 

○主幹兼温泉場地区グループ長（市川鉄哉）

それではお答えします。 

 現在、先ほども説明がありましたように新公衆

浴場の建設に伴いまして、周辺の道路の整備を行

っております。この平成２６年度末に完成を見込

んでおりますけれども、平成２７年度は柴垣湯の

解体を行いまして、こちらの駅前温泉場線からの

道路の取りつけ及び周辺の宅地の造成を行ってい

く予定です。 

 引き続き、都市計画道路本通り辻原線の建物移

転を、－こちらが密集した建物移転があります

ので、建物移転を進めながら－基点側のほう

からと、こちらの終点側のほうからと工事に着手

という形になると思います。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

○委員（谷津由尚）図の上のほうに河川があり

ますよね。それ多分県の管轄だと思うんですけど、

そこの護岸の工事と平行していくとかいうことに

はならないんですね。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）これ

は県河川で釣尾川というわけですが、既に交換金

を県と協定を結びまして、交換金制度としては完

了しております。 

 今後、事業の進捗に伴いまして河川の安定と宅

地造成とともにあわせて進めていく予定でござい

ます。 

○委員長（宮里兼実）いいですか、ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。御

苦労さまでした。 

 ここで協議会に切り替えます。 

          ～～～～～～～～ 

          午後３時  休憩 

          ～～～～～～～～ 

          午後３時１分開議 

          ～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建築住宅課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１４３号 薩摩川内市建築審査会

条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第１４３号薩
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摩川内市建築審査会条例の制定についてを議題と

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）議案第１４３号薩

摩川内市建築審査会条例の制定について御説明い

たします。 

 資料は、議案その２の１４３－１から１４３－

３ページ、議会資料の３４ページになります。 

 議会資料の３４ページをお開きください。ここ

で制定を求めております建築審査会とは、建築基

準法の規定により設置される審査機関でございま

す。その主な業務は特定行政庁、ここでは薩摩川

内市長になりますが、建築基準法上の特例を認め

る場合の許可の前提となる同意の判断をする機関

でございます。身近な例といたしましては、建物

敷地は建築基準法で規定する道路に接していなけ

ればなりませんが、既定道路以外の道などに接し

ている場合には建築できない状態でございます。

そのような場合、建築を希望される方は、建築審

査会に申請し、審査会で敷地が交通上、安全上、

防火上、衛生上支障がないと判断され、同意を得

られれば特定行政庁は特例で建築確認を認めるこ

とができます。 

 また、道路内にバス停、派出所など公益上必要

な建物で通行上支障がないものを建築する場合も

同様の同意が必要となり、このような判断を審議

するのが、この建築審査会になるところでござい

ます。 

 また、非常に少ない事例でございますけれども、

県の建築審査会でも過去３０数年で１件だけあっ

たと聞いておりますが、建築確認や特定行政庁が

下した指導に対する審査請求の審理、採決のほか、

特定行政庁の諮問により重要事項を調査審議する

ことも建築審査会の責務となっているところでご

ざいます。 

 現在、これらの審議につきましては鹿児島県が

設置する県の建築審査会で薩摩川内市の分も審議

していただいておりましたが、今年１０月１日か

ら薩摩川内市都市計画区域に拡大に伴い、建物を

建築する場合、今まで工事届の提出だけでよかっ

た地域でも、今後は建築確認申請が必要になるこ

とから、建築審査会で同意を求める案件もふえる

ことが予想されるため、迅速に対応できるよう市

に建築審査会を設置しよりとするものでございま

す。 

 建築審査会の委員につきましては、地元の状況

に精通していることが望ましいので、地元在住の

方を中心に一部市外の方も入るかもしれませんが、

５名を考えているところでございます。 

 なお、建築審査会で審査する事項ごとの手数料

につきましては、議案その２の１４３－３に記載

してあります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）今の審査会委員の、もう

一歩進んで実際どんな方々なんでしょうかね。 

○専門職（福島和朗）委員につきましては、建

築基準法で決められております。まず法律の分野、

建築の分野、都市計画の分野、行政の分野、公衆

衛生の分野という、その分野のすぐれた経験と知

識を有する者というふうに決められておりますの

で、それぞれの分野の方々で選考させていただき

まして、今後お願いをしていくという形になりま

す。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）いつ選定されて、いつご

ろわかってくるんでしょうか。大体。 

○専門職（福島和朗）今回この議案とさせてい

ただきました折、１２月の１９日ですけれども、

議決後、そういう方、－今でもある程度はいろ

いろ内部では人選をしているんですけれども－

議決を待ちましてまた正式にお願いをしていくと

いう形になります。よろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 委員外議員の質疑は。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ないですね。 

 これより、討論・採決を行います。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１４４号 薩摩川内市市営住宅条

例の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１４４号薩

摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）それでは、議案第

１４４号薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する

条例の制定についてを御説明いたします。 

 この条例は、議案その２の１４４－１の中段、

提案理由に記載してありますとおり、国の中国残

留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自

立の支援に関する法律の一部を改正する法律の公

布に伴い、現在の市営住宅条例の入居資格等の要

件の中にあります関係法令の名称を中国残留邦人

等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残

留邦人と及び特定配偶者の自立の支援に関する法

律に変更して整合性を図るために改正するもので

ございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）これより、討論・採決を

行います。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決いたします。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１５７号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１５７号一般会計補正予算の

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）議案第１５７号平

成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算について

御説明いたします。 

 予算に関する説明書、第５回補正になります。

歳出のほうから説明いたしますので、５１ページ

をお開きください。 

 ８款１項２目建築指導費は２８４万９,０００円

の減額でございます。その中身は、１節報酬

１０万６ ,０００円の増額と、１３節委託料

５１０万円の減額。１９負担金補助及び交付金

２１０万円の増額が主なものでございます。 

報酬の増額は、建築審査会設置に伴う委員等報

酬を計上したもので、委託料の減額は予定してお

りました現行の薩摩川内市建築物耐震改修促進計

画の直しを中止したことによるものでございます。

これは本年度予定されておりました薩摩川内市の

計画の上位計画となります鹿児島県建築物耐震改

修促進計画見直しの発注が平成２７年度にずれ込

んだことによるもので、仮に市の計画が先行した

場合、今後の状況によりましては上位計画とのそ

ごが生じる可能性があるため、今年度の発注を見

送ったものでございます。 

負担金補助及び交付金の増額は、危険廃屋等解

体撤去促進事業の補助金で、解体申し込み件数が

多く、現在も相談を受けている物件もあるため、

予算の追加を増額をお願いするものでございます。 

 続きまして、５５ページをお開きください。 

 ８款６項１目住宅管理費は５８８万８,０００円

の減額でございます。その内容は職員の異動に伴

う給料職員手当等の減額であります。 

 続きまして、歳入予算について御説明いたしま

す。 

１５ページをお開きください。 

 １４款２項６目土木手数料中１節土木手数は

１３万６,０００円の増額で、これは建築審査会新

設に伴う審査手数料を新たに見込んだものでござ

います。 

 １７ページ、１５款２項６目土木費補助金中

４節住宅費補助金は、２５５万円の減額でこれは
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先ほど説明いたしました薩摩川内市建築物耐震改

修促進計画の見直し、実施を見送ったことに伴う

補助金減額でございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）ここの資料にもあります

けれども、ちょっとここに予算等が出てきており

ますし、危険廃屋等解体撤去促進事業補助金。こ

れについて予定額、予定件数イコールそういうち

ょっとふえているわけですよね。その辺を少し、

もう少し説明いただけませんか。 

○建築住宅課長（今井裕介）当初、これにつき

ましては甑地域で１０件、そしてから本土地域で

１０件ということで９００万円の予算措置をして

いただいていたところでございます。現在、

１２月１日現在で甑地区が３件、本土地区が

２５件ということになります。 

 済みません、委員会資料の８ページをお開きく

ださい。そちらのほうに詳しく一覧表を載せてお

りました。そちらのちょうど中ほどの段、（２）

危険廃屋等解体撤去促進事業の説明のところにご

ざいますけれども、１２月現在、今２８件の応募

がいただいておりまして、そして現在手元でも既

に相談を受けている物件がございましたので、今

回の補正予算で２１０万円の追加をお願いしてい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）廃屋、空き家に対応して、

危険度がある空き家ということなんでしょうけど

も、持ち主が申請をするわけですよね。私が少し

心配しているのは、物すごく隣、この地区に、隣

近所にそういう壊してもらわなくてはいけない。

倒れる前というのも甑島にもはありましたし、本

土にもたくさんあると思うんですよね。そういう

ところの、含めたところで幅を広げるという意味

を含めて、そういう申請はないのか、問い合わせ

はないのか、その辺を少しお聞かせください。 

○建築住宅課長（今井裕介）おっしゃるとおり

の住宅の実情は確かにございます。ただ、今回私

どもが行っている補助事業は、あくまでも自主的

に解体される方についての補助ということで、こ

れをもし行政が変わってするような形になると、

これはもう今私たちのところでの補助要綱ではな

くて、今現在検討されております空き家管理条例

の中で代執行を行うのか、行わないのかというそ

ういう議論のほうになってくると考えております。 

 現在、空き家住宅の管理条例につきましては、

防災安全課のほうで検討を進められているところ

でございます。ただ、代執行につきましては正直

なところ非常にハードルが高いというのが実情で、

鹿児島県内でもなかなか実施されている実情はな

いと聞いているところでございます。補足を専門

職が行います。 

○専門職（福島和朗）現在申請がある２８件の

うちなんですけども、中には隣の方からあったり、

自治会長さんから相談があったりしたケースもご

ざいます。その分につきましては、本人さんに連

絡をとっていただきまして、１件につきましては

本人さんが解体しようという気持ちになられて申

請していただいた分もございますし、なかなか本

人さんが、予算が伴うことでございますので、な

かなかそこまで至っていないのもございます。現

状としてはそういうところでございます。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）実はそういうところまで

入ってくるんじゃないかなと思っておりました。

ただ、国の法律的なものが、ある程度国で決まり

まして地域におりてくるんでしょうけども。この

薩摩川内市は市長がとりあえず最初に空き家をど

うかしようということで打ち出した経緯もあるわ

けですよ。そこには今言いますように、非行の問

題からいろんな問題が幅広くあるわけですよね。 

 今、その一般質問でも多々出てきているんです

が、私も何回かさせてもらいましたけども、もう

少し幅広く各所管の担当課がリンクといいますか、

防災安全課も含めて企画、そういうものも含めて

リンクした形で進めていかないといけないといつ

も思っていたんですけれども。その辺を含めてこ

ういう事業、突発的な部署部署的な事業をされて

いいんでしょうけども、やはり全体を見たときに

地域のそういう苦情といったものはそういうもの

ではクリアできないと思っておりますし、今井課

長もとにかく前から携わってこられておりますの

で、その辺を再三一般質問で言いましたようにと

にかく関係する課と連携をとりながらやっていっ

てほしい。その中で一番いい薩摩川内市のプラス

アルファの条例をつくっていただきたいと思って
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おりますので、よろしくお願いします。 

○委員（下園政喜）倒した建物の、解体した建

物の跡地の件なんですが、３年以内には売却もで

きないというようなことが書いてありました。先

ほどの予算の面もあるんですけども。転売してし

まったらというわけでもないですけど、３年以内

は絶対売り買いはできないと思っとらないかんわ

けですか。 

○専門職（福島和朗）これにつきましては、建

物を新たにつくろうとか、転売しようとかいう方

はこの補助制度がなくてもおのずと解体されるだ

ろうということで、当初そういう形でつくってお

ります。 

 それで、申請書の中に誓約書を入れさせてもら

っております。３年間は建築をしない、３年間は

転売をしないという誓約を入れてもらっておりま

す。それで、誓約に入っている、現実的にもしそ

ういうのが発覚した場合は、当然補助金の返納と

いう形にはなるというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

○委員（谷津由尚）今の件で、国の法律が今と

りあえずできまして、今から制度設計に入るわけ

ですけど。先日の一般質問でもありましたように、

制度設計の詳細が決まって、本市の条例がその上

でつくられるという実のその危機監の答弁だった

んですけど、危機管理監の。そうしましたときに、

今のその建設部さんの範疇というのは何か変わる

要素があるんですか。 

○建築住宅課長（今井裕介）実際この空き家対

策をするときに、私ども本当はもう大体２年ぐら

い前からになりますけれども、関係課で集まりま

した。その中で進んできたのが、今空き家対策と

いいましても非常にいろんな範疇があると。まさ

しく家が崩れそうな部分から、ただ家はしっかり

しているんだけど管理をされずに草木が生えて害

虫が発生する。そしてから中には非行少年のたま

り場になるというところまで、非常に空き家の範

疇というのが広いところでございました。 

 それで、それ以前まではそれぞれのクレームが

来たときにどこが対応するのかと、私たちのとこ

ろに電話がかかってきても、実際話を聞いてみる

と草が生えている状態をどうかしてほしい、害虫

発生をどうかしてほしいというような形で、ある

意味どこが主幹となってするのかが決まらないと

いうことで関係課が集まりまして、まずしたこと

は住民からの要望をワンストップで受けとめられ

るようにしようよということでございました。 

 そこで、どこが適切かということ範疇が決まり

ましたのが防災安全課がまず一番最初にそういう

クレームを受けとめると。そして、そちらのほう

で防災安全課のほうでこれはここのセクションだ

よね、環境のセクションだよね、これは建築のセ

クションになるよというふうにして、ワンストッ

プってなるようにそこのところからそれぞれの関

係課に振り分けをしましょうという形になって、

それの経緯で現在、空き家管理条例については防

災安全課のほうで行うというふうになっておりま

す。 

 そして、そのときに解体の部分とそれから利用

促進の部分はどうするかという話がありまして、

解体についての補助金はそれじゃあ建築住宅課さ

んでもってもらいましょうと。それから、利用促

進の補助金についてはそれじゃ企画政策課が担当

しましょうという形で、今すみ分けができている

ところでございます。 

 今後、どういう形になるか見当はつきませんけ

れども、仮に代執行とかそういうことまで話が進

んでくると、当然どこが担当するかということに

なれば、私どものほうに入ってくるんだろうと思

いますけど、現状としてはそのような形でそれぞ

れの担当課のところに、それぞれの業務を割り振

られているというのが今の状況だと御理解いただ

ければと思います。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 委員外議員の質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ないと認めます。 

 以上で、議案第１５７号平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算のうち、本委員会付託分につ

いて質疑が全て終了しましたので、これより討

論・採決を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６９号一般会計予算を議題

とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）議案第１６９号平

成２６年度薩摩川内市一般会計補正予算について

御説明いたします。 

 第６回補正は職員給与に関する条例等の一部改

正に伴う補正額を計上したものでございます。建

築住宅課分は予算に関する説明書、第６回補正の

３３ページになります。 

 ８款６項１目住宅管理費は１５３万９,０００円

の増額で、その内訳は給与、職員手当等、共済費

等の増額であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６９号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）所管事務について

御説明申し上げます。 

 委員会資料の８ページをお開きください。 

 建築指導グループで実施している市民に対する

各種補助事業の進捗状況を御報告いたします。 

 資料上段１、既存住宅改修環境整備事業は、平

成２４年度から実施してことしで３年目を迎えて

おります。表にありますとおり、過去２年間の実

績合計は７８０件で、今年度は最初に５月１３日

から２３日までの受付期間に申し込みのあった

２８３件を受付、その後予算の範囲以内で追加の

受付と辞退者が発生した場合に備えての仮受付を

実施していたところでございますが、最終的に

１２月１日の３０６件目で募集を終了したところ

でございます。 

 続きまして、３の崖地近接等危険住宅移転事業

は昭和４７年から継続している事業で、崖による

災害の危険性の高い場所から安全な場所に移転す

る際、従前の家の除却費の一部を補助するととも

に、金融機関から借り入れて新しい家を取得した

場合には、その借り入れ利息の一部を国県市で補

助する事業で、補助金額は資料のとおりでござい

ます。今年度は、現在移転希望者と協議を進めて

いるところでございます。 

 ９ページをお開きください。 

 ４、木造住宅耐震診断、耐震改修工事補助金は

昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅

の所有者及び使用者が耐震診断、耐震改修工事を

実施する場合、その費用の一部を補助する事業で

すが、資料のとおりに平成２３年度以降利用実績

がない状況が続いております。そのため、建築士

会での技術講習会や広報薩摩川内などを活用して

機会あるごとに現在ＰＲに努めているところでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

○委員（下園政喜）既存住宅の改修補助が非常

に好評を得ているようでございますけども、来年

度の継続はどうなんでしょう。 

○建築住宅課長（今井裕介）現在、来年度の当

初予算に向けて予算要求しているところでござい

ます。 

○委員（下園政喜）どっさりもらってください。 

○建築住宅課長（今井裕介）頑張ります。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（持原秀行）危険廃屋の解体撤去促進事

業で、先ほど２１０万円の補助、補正があったと

いうことで。この中でちょっと教えていただきた

いのはこの解体に至る、いいですよという申し出
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があっても、全部が全部受け入れられるという、

そういう状況であるのか。あるいは客観的に見て

本当に通行上とか子どもたちの通学路で危険なも

のとか、そういうのがあってっていう、なんかそ

ういったような制約があればそれを教えてくださ

い。 

○建築住宅課長（今井裕介）危険廃屋につきま

しては、事業の流れとしては以下のようになりま

す。この事業を受けたいという申請をされた方に

つきましては、私どものほうで申請家屋について

の現地調査を実施するところでございます。その

中で、まず外れるケースというのが一つあります。

これは山の中とか広い敷地の中に建っている住宅

で、早くいえばこれが壊れても周りに被害を及ぼ

さないよねっていう住宅については、さすがに現

在のところ補助の対象となっていないところでご

ざいます。 

 ですから、調査しましてまず他人に危険性が高

いという部分、それから傷みのぐあい、これにつ

きましても審査表をつくっておりまして、傾きと

か床が抜けているとか、屋根の甍が落ちていると

か、そういうところを点数化いたしまして、損耗

の度合いが５０点以上あれば危険廃屋として補助

の対象になるということでございます。 

 ただ、もう一つ特異なケースがございます。こ

れは先ほど意見が出ておりました。危険性は高い、

それから周りも非常にここは見た目的というか、

まちの真ん中に１軒だけ傷んでいる住宅があって、

もう人が住んでいない住宅があって、ただ点数を、

評点を調べてみると５０点に達していないという

ケースがございます。 

 そういう場合には、私、地元の関係者が参加す

る廃屋判定委員会というものを開きまして建築住

宅課だけの意見ではなくて、周りの方の意見も聞

きまして、そしてその中でやはりこれはもう補助

を出してでも解体したほうがいいよねと。本人さ

んも解体を希望されているんだからという結論に

なった場合には、認定廃屋という形になりまして

補助の対象となります。ただ、現在までのところ

認定廃屋は１件も実例がないというのが今の状況

でございます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、建築住宅課を終わります。御苦労さま

でした。 

 ここで協議会に切り替えます。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後３時３４分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後３時３５分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

────────────── 

△用地課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、用地課の審査に入

ります。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、審査を一時中

止してありました議案第１６９号一般会計補正予

算を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○用地課長（植村 豊）議案第１６９号ですが、

これは国家公務員の給料改正に伴う市職員の給与

等の調整でございます。 

 皆さん方のページでは１１ページをお開きくだ

さい。 

 総務費総務管理費１３目地積調査費、補正前の

額が１億１,２２５万４,０００円、補正額が

６ １ 万 ４ , ０ ０ ０ 円 の 増 額 で 、 計 の １ 億

１,２８６万８,０００円ということでございます。

内容はお目通しください。 

 これで補足説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、議案第１６９号平成２６年度薩摩川内

市一般会計補正予算のうち、本委員会付託分につ

いて質疑が全て終了したので、これより討論・採

決を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません
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か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○用地課長（植村 豊）皆さん方の建設水道委

員会資料１０ページをお開きください。 

 平成２７年度までの地積調査事業の概要につい

て御説明をいたします。 

 まず、（１）本庁・支所地積調査の進捗状況で

ございますが、この中で樋脇地域、里地域が薩摩

川内市地域では一番早くから調査をしておりまし

て、里地域がちなみに昭和３６年から昭和５４年、

樋脇地域が昭和３８年から昭和５４年でございま

す。本庁川内地域につきましては、昭和５２年に

始まり平成１９年に終わっております。今残って

おりますのは、入来地域が平成２５年までで現地

調査は終わっておりますが、今閲覧に備えてその

図面を作成し、来年の１月、２月に最後の地権者

の閲覧を経て法務局のほうへ送り込む準備に入っ

ておりますが。ちなみに入来地域に１２８万円と

いう金額が入っておりますが、これが閲覧、かれ

これの事業費でございます。 

 また、本庁のところに８８万円、平成２７年が

３２万円と入っておりますが、これは後ほど２番

のところで説明をしますが、数値化情報の事業費

が掲げてございます。平成２５年で終わりますが、

最終的には平成２７年で全てが完了をするという

ことで考えております。 

 （２）でございます。数値化情報の進捗状況と

いうことで、入来地域が平成２６年度は平成

２４年度に調査した１.７１平方キロメートルの

１,７８２筆を数値化するわけですが、数値化情報

とは上に書いてありますけども、地積調査の成果

である一筆座標や、図根多角点などの数値を情報

化してお客さまのニーズに応える。あるいは臨機

横柄に利用できるというものでございます。 

最後に、平成２７年度に０.６１、これが入来地

域の最後の現地調査地域でございますが、

７８５筆を数値化する予定にしています。 

 次に、法務局への登記の送付予定でございます

が、入来地域と祁答院地域が若干まだ残っており

まして、入来地域でいいますと平成２２年調査地

区、筆数で３,１１３筆、これが平成２７年の１月、

平成２３年度分が２,６５５筆、平成２７年の７月

に予定し、平成２４年度の分が３,２８２筆ですが、

１０月には送り込みたいというふうに考えていま

す。 

 最後の調査地区、入来の副田の一部、平成

２５年度分につきましては予定筆数１,０５３筆で

すが、平成２８年度の１月に送り込みの予定でご

ざいます。これをやりますと、入来は全部終わる

と。また、祁答院地区が藺牟田の一部、平成

２３年度の調査地区２,８４９筆ですが、平成

２７年の４月に送り込む予定にしています。 

 順調にいきますと、平成２７年度中には法務局

の手続も全部終わるというふうになってございま

す。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）１点質問です。この数字情

報化、１筆座標値とありますが、これはＧＰＳ上

の座標値ですか。 

○用地課長（植村 豊）１筆上の地図の座標値

としていますので、通常の図面とは一致しません

けども、地積図と一致する図面でございます。 

○委員（谷津由尚）東日本大震災で、いろいろ

な自治体が津波に役場機能が全部飲まれた地域で

は図も全部流されてしまって。彼らが今言ってお

られるのはＧＰＳで、座標でわかるようなシステ

ムをまず組んでそのデータで保管すべきだという

ふうにおっしゃっているんですが、そこについて

はいかがですか。 

○建設部長（泊 正人）まず数値化というのが、

例えばこういう長方形の土地があれば、この辺に

ＸＹの数字を持たせて座標で点を出すというのが

数値化なんですけども、現在はそのＧＰＳの関係

もあって、そちらとリンクできるようなふうには

なってまいります。 

○委員（新原春二）いよいよ地積調査もほとん

ど済んで、用地課は大変だっただろうと思います。

その中で、筆界未定が相当出ていると思うんです

よね。全市的には島も含めてどのくらいの数が出
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ているのか。 

 それと、もう一つは全部終わったわけたけども、

それのリカバリー先として何か方法はないものな

のか、そこら辺の見解は前と一緒ですかね。 

○用地課長（植村 豊）全市的には入来はまだ

最終本局に落としていませんので、今までのを上

げますと８,０００筆を超える筆界未定がございま

す。これをリカバリーするというのは、一部は公

共の土地との筆界未定もございますので、そうい

った点につきましては、私どものほうでは地権者

と話をしながら将来的に解決できるんですが、民

地同士の筆界未定については原則的にはお互いに

もう民間でやってもらうということですが、ただ

当時の資料、もう何年もたっていますのでわから

ないとかいう場合、私どもの手持ちがある資料は

お渡しして協力をしたいと思っています。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 委員外議員の質疑は。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、用地課を終わります。当局は御苦労さ

までした。 

────────────── 

△委員会報告書の取りまとめ 

○委員長（宮里兼実）以上で日程の全てを終わ

りましたが、委員会報告書の取りまとめについて

は委員長に御一任いただくことに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、そのように取り扱います。 

────────────── 

△閉会中の継続調査・委員派遣の取扱い 

○委員長（宮里兼実）ここで、閉会中の継続調

査及び委員派遣について一括してお諮りします。 

 お手元に配付のとおり閉会中の継続調査を議長

に申し出たいと思います。また、閉会中に現地視

察など委員派遣を行う必要がある場合は、その手

続を正副委員長に御一任いただきたいと思います

が、そのように取り扱うことに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、そのように決定します。 

────────────── 

△閉  会 

 以上で、建設水道委員会を閉会いたします。 

本日は御苦労さまでした。 

 

 



 

 

 

 

 

【巻末資料】 

 

閉会中の継続調査について 
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閉会中の継続調査について 

建 設 水 道 委 員 会 

（調査事項） 

１ 道路整備について 

２ 公園整備について 

３ 河川・港湾整備について 

４ 住宅政策について 

５ 都市計画事業について 

６ 景観整備について 

７ 土地区画整理事業について 

８ 地籍調査事業について 

９ 水道事業・簡易水道事業について 

10 下水道事業について 

11 温泉事業について 

12 川内川改修等について 

13 南九州西回り自動車道について 

14 甑島縦貫道について 

（調査期限） 

 調査終了まで 
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